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第Ⅰ 章 は じめ に

ケ ア マ ネ ジ メ ン トは 「対 象 者 の 社 会 生 活 上 で の 複 数 の ニ ー ズ を 充 足 させ る た

め 適 切 な社 会 資 源 と結 び つ け る手 続 き の 総 体 」 で あ り(白 澤1992:11)、 ブ ロ

ー カ ー 機 能 が最 大 の 役 割 で あ る
。

ケ ア マ ネ ジ メ ン トは 、歴 史 的 に はM.リ ッチ モ ン ド時 代 の 「サ ー ビ ス ・コ ー デ

ィネ ー シ ョン 」に ケ ア マ ネ ジ メ ン トの 起 源 を み る こ とが で き るが(太 田2006:

145)、 ソー シ ャル ワー ク 理 論 や 技 法 の 発 展 の 中 か ら誕 生 した も の で は な く 、

1970年 代 の ア メ リカ に お い て 、 財 政 事 情 を 背 景 に 限 られ た 社 会 資 源 を効 率 的 、

効 果 的 に利 用 者 へ 提 供 して い く た め の シ ス テ ム と 、 そ の シ ス テ ム 下 で 実 践 者 が

サ ー ビ ス を 統 合 的 に 供 給 して い く実 践 ア プ ロ ー チ と を模 索 す る 中 で 生 み 出 され

て き た も の で あ る(副 田1997:4-5)。

した が っ て ケ ア マ ネ ジ メ ン トは 、 シ ス テ ム と 実 践 ア プ ロー チ の 両 方 を指 して

い る が 、 そ の 発 展 の 過 程 で 「実 践 ア プ ロ ー チ が ケ ア マ ネ ジ メ ン トで あ る」 と い

う認 識 が 強 くな り、 これ を ソー シ ャル ワ ー ク の 一 様 式 と し て 位 置 付 け る見 方 が

広 ま っ て い っ た(副 田1997:5)。

ケ ア マ ネ ジ メ ン トの 源 流 は ソ ー シ ャル ワ ー ク に あ る とい う こ と、 ま た 、 ソ ー

シ ャ ル ワー ク の 統 合 化 の 流 れ の 中 、 ケ ア マ ネ ジ メ ン トは ソ ー シ ャル ワ ー クの 中

核 技 術 に位 置 づ け られ る と 考 え る な らば 、 ケ ア マ ネ ジ メ ン トは ソー シ ャル ワ ー

クの 価 値 や 倫 理 を 基 盤 と して しか 成 立 しえ な い も の で あ る とい う こ とが で き る。

わ が 国 で は 社 会 福 祉 基 礎 構 造 改 革1の も と 、高 齢 者 分 野 に お い て は2000年 に

施 行 され た 介 護 保 険 法 に お い て ケ ア マ ネ ジ メ ン トの 手 法 が 取 り入 れ られ 、 介 護

支 援 専 門 員 に よ り介 護 支 援 サ ー ビス とい う名 称 で ケ ア マ ネ ジ メ ン トが 実 施 され

る こ とに な っ た 。

介 護 保 険 法 に み る よ うに 、法 制 度 上 に は 「利 用 者 主 体 」 「自 己 決 定 尊 重 」 な ど

の ソー シ ャル ワ ー ク の 価 値 や 理 念 と ほ ぼ 同 様 の 文 言 が 並 ぶ こ と と な っ た 。 確 か

に介 護 保 険 制 度 創 設 に よ り、 介 護 サー ビス を利 用 す る こ と は も は や 特 別 な こ と

で は な く、 ご く身 近 に 見 られ る光 景 と な っ た 。 要 援 護 者 に パ ー トナ ー と して の

介 護 支 援 専 門 員 が 保 証 され 、 高 齢 者 の 生 活 の 質 が 向 上 した とい わ れ て い る。

しか し現 実 に は 、 ソー シ ャ ル ワー ク の価 値 や 理 念 を 実 践 に 具 体 化 す る こ とが

で き て お らず 、 本 来 ソー シ ャ ル ワー ク とい う固 有 な 共 通 基 盤 が あ っ て こ そ の 援

助 方 法 で あ る ケ ア マ ネ ジ メ ン トが 、 ソー シ ャ ル ワー ク の 視 点 を 欠 い て 独 り歩 き

し(太 田2005:3)、 単 な る制 度 上 の 手 続 き と化 して い る 、 と い う批 判 的 な 意 見

も出 て い る。

そ こで 本 研 究 で は 、「ソー シ ャル ワ ー ク の 基 盤 が あ っ て こ そ の ケ ア マ ネ ジ メ ン

トで あ り、 ケ ア マ ネ ジ メ ン トは ソー シ ャ ル ワー ク の 過 程 に お い て 展 開 され る 実

1少 子 ・高齢 化 の進展 な ど福祉 を取 り巻 く状 況 の変化
、今 後増 大 ・多様 化 が見 込 まれ る福 祉 需

要に 対応 す るた め、1951年 以来 大 き な改正 の行 われ てい な い社 会福 祉 事 業 、社 会 福祉 法 人 、

措 置制 度 な ど社 会 福祉 の共 通 基盤 制度 につ いて の一 連 の見 直 しを意 味す る。具体 的 に は、社 会

福祉 法 、身体 障害 者福 祉 法、児 童福 祉 法 、知 的 障害者 福祉 法 な どの改 正 を指 す。 ま た、 この見

直 しは、介護保 険 制度 の 円滑 な施 行 、成 年後 見 制度 の導 入 な どに資す る もの であ る とされ て い

る。



践 技 法 の 一 つ で あ る 」 とい う認 識 か ら高 齢 者 ケ ア マ ネ ジ メ ン ト実 践 事 例 を 検 証

し考 察 す る こ と を 目的 とす る。

まず は ケ ア マ ネ ジ メ ン ト発 展 の歴 史 的 経 過 を 追 い 、 続 い て ソー シ ャ ル ワ ー ク

の 中 で ケ ア マ ネ ジ メ ン トが どの よ うに 位 置 づ け られ 、 と ら え られ て い る の か 先

行 研 究 を整 理 す る。

次 に 、 ソー シ ャル ワー カ ー の役 割 と ソー シ ャ ル ワー ク の 技 術 に つ い て 概 念 整

理 を 行 い 、 事 例 検 証 に 用 い る枠 組 み を構 築 し た 。

ソー シ ャル ワー カ ー の 役 割 や 技 術 は 、 ソ ー シ ャ ル ワ ー ク の 根 幹 で あ る価 値 か

ら導 き 出 され る も の で あ る 。 ま た 、援 助 過 程 の 各 段 階 あ る い は 時 間 の 経 過 ご と

に 、 適 切 に ソー シ ャ ル ワー カ ー の 役 割 や 技 術 が 発 現 す る こ とは 、 ソ ー シ ャル ワ

ー ク の 専 門性 を示 す も の で も あ る
。 こ の よ うな 立 場 か ら 、 ソー シ ャル ワー カ ー

の役 割 や 技 術 に着 目 した 研 究 手 法 は 、 介 護 支 援 専 門 員 の 実 践 が 「ソ ー シ ャ ル ワ

ー ク を 基盤 と した ケ ア マ ネ ジ メ ン ト実 践 」 で あ る か ど うか を 検 証 す る の に 適 当

で あ る と考 え た 。

以 上 をふ ま え 、 介 護 支 援 専 門 員 の 担 当事 例 に ソ ー シ ャル ワー カ ー の 役 割 と技

術 が どの よ うに発 現 して い る か を検 証 ・考 察 し、 提 言 を試 み た 。



第Ⅱ 章 ケ ア マ ネ ジ メ ン トとは

第1節 ケ ア マ ネ ジ メ ン トの 勃 興 と拡 大

ケ ア マ ネ ジ メ ン トは ア メ リカ に お い て1960年 代 後 期 に 議 論 され 、1970年 代

に 精 神 保 健 福 祉 の 領 域 で 始 ま り、1970年 代 後 半 に広 が りを み せ た と い うの が 定

説 で あ る。

1960年 代 半 ば 以 降 、ア メ リカ で は 多 様 な 対 象 者 に さ ま ざ ま な 細 分 化 され た サ

ー ビス プ ロ グ ラ ム が 開 発 され て い っ た が
、 これ らの サ ー ビス は 分 断 され た ま ま

で 、 そ れ ら の サ ー ビス を い か に調 整 して い くの か が 問 題 視 され て い た 時 期 で あ

った 。 当 時 ア メ リカ で は 、 長 期 入 院 して い る精 神 障 害 者 の 退 院 促 進 が 国 策 と し

て 進 め られ て い た 。 精 神 障 害 者 が 地 域 社 会 に復 帰 して く る 際 は 多 くの サ ー ビス

利 用 が 必 要 で あ る が 、彼 ら は諸 サ ー ビ ス に た ど りつ けず 、 上 手 に 活 用 す る こ と

が 困難 で あ る こ とが 明 らか に な っ て き た 。一 方 、援 助2を 担 う ソ ー シ ャ ル ワ ー カ

ー は 臨 床 的 カ ウ ンセ リ ン グ に偏 りが ち で
、 そ れ は 彼 らの 支 援 に 有 効 で は な か っ

た(副 田2005a:161)。 こ う した 中 で 、 再 入 院 や 入 所 は 減 少 せ ず 、 政 府 と して

は増 加 す る 医 療 費 や 福 祉 費 の 抑 制 の た め に 、 効 率 的 ・効 果 的 な サ ー ビス 供 給 シ

ステ ム の 開 発 に 取 り組 む 必 要 に 迫 られ た の で あ る(副 田2005a:162)。

特 に ケ ア マ ネ ジ メ ン トの 考 え方 を広 め る契 機 とな っ た プ ロ ジ ェ ク トが 、 連 邦

政 府 に よ る サ ー ビ ス機 会 統 合 プ ロ ジ ェ ク ト3で あ る。 こ の プ ロ ジ ェ ク トに よ り、

効 果 的 な サ ー ビ ス提 供 を行 うた め に は ケ ア マ ネ ジ メ ン トが 必 要 で あ る こ と が認

識 され 、1970年 代 に は 、精 神 障 害 者 に 対 す る地 域 支 援 プ ロ グ ラ ム(Community

SupportProgram)を 中 心 に ケ ア マ ネ ジ メ ン トの 導 入 が な され た 。 そ して コ ミ

ュ ニ テ ィ ・メ ン タ ル ヘ ル ス ・セ ン タ ー が 、長 期 入 院 して い た 精 神 障 害 者 が 地 域

で 生 活 す る た め に 必 要 な サ ー ビス に1ヶ 所 の 窓 口 で 結 び つ け る機 関 とな っ た 。

ケ ア マ ネ ジ メ ン トを 具 体 的 か つ 明 確 な 形 で 展 開 し た の は 、 こ の メ ン タ ル ヘ ル

ス ・セ ン タ ー が 最 初 で あ る(白 澤2003;副 田2005a)。 そ の 後 、 ア メ リカ で は

ケ ア マ ネ ジ メ ン トの 対 象 者 を精 神 障 害 者 に 限 らず 、 長 期 の ケ ア が 必 要 な 要 援 護

高 齢 者 、 身 体 障 害 者 、 虐 待 児 童 の 家 庭 、 慢 性 疾 患 を 有 す る退 院 患 者 、 さ らに は

HIV患 者 へ と拡 大 して い っ た 。

こ う した ア メ リカ で の 動 き が イ ギ リス 、カ ナ ダ 、オ ー ス トラ リア とい っ た 国々

に も 波 及 し、 国 や 州 の 政 策 と して 、 主 に 長 期 ケ ア を 必 要 とす る 人 々 を 対 象 に ケ

ア マ ネ ジ メ ン トが 取 り入 れ られ る よ うに な っ て い っ た。

例 え ば イ ギ リス で は1990年 に 国 民 医 療 保 険 ・コ ミ ュ ニ テ ィ ケ ア 改 革 法 が 成

立 した 。 こ の 法 律 に よ り、 ケ ア マ ネ ジ メ ン トが 公 的 サ ー ビ ス 提 供 シ ス テ ム と し

2「援 助 」よ りも 「支 援 」の 方 が 利 用 者 の 主 体 性 を 尊 重 して い る と い っ た 意 味 合 い が 強 い た め
、

近 年 、 「支 援 」 の 方 が よ く使 わ れ る よ うに な っ て き て い る(副 田2005b:ⅳ)。 しか し ソ ー シ ャ

ル ワ ー ク 実 践 に お い て は 、ソー シ ャル ワ ー カ ー が 自分 の 判 断 で 相 談 者 や 利 用 者 に働 き か け る こ

と も 少 な か らず あ り 、 こ う し た 場 合 に は 「援 助 」 と表 現 した 方 が ふ さ わ しい と考 え られ る 。 本

研 究 で は こ の よ うな 立 場 に 立 ち 、 文 脈 に応 じて 使 い 分 け る も の とす る。

3SITO(ServicesIntegrationTargetsofOpportunity)の こ と
。1970年 代 前 期 に 行 わ れ た こ

の プ ロ ジ ェ ク トは 、正 確 な サ ー ビ ス利 用 記 録 シ ス テ ム の 導 入 、包 括 的 サ ー ビ ス セ ン タ ー の 設 置 、

ケ ア マ ネ ジ メ ン トプ ロ セ ス の 明 確 化 な ど、ネ ッ トワー ク 方 式 型 の サ ー ビ ス 供 給 シ ス テ ム の 構 築

を 目指 す も の で あ っ た 。



て 導 入 され 、 地 方 自治 体 の ソー シ ャ ル ・サ ー ビス 部 に お い て 、 要 援 護 高 齢 者 だ

け で な く 、 心 身 に 障 害 の あ る者 、 さ らに は 母 子 家 庭 な ど に も ケ ア マ ネ ジ メ ン ト

を行 うこ とに な っ た 。

第2節 ケ ア とケ ア マ ネ ジ メ ン ト

1990年 に イ ギ リス に お い て 成 立 した 国 民 医 療 保 険 ・コ ミュ ニ テ ィ ケ ア 改 革 法

にて 、 初 めて ケ ー ス マ ネ ー ジ メ ン トで は な く ケ ア マ ネ ジ メ ン トとい う用 語 が 使

わ れ た 。「ケ ア マ ネ ジ メ ン ト」 とい う言 葉 が採 用 され た 理 由 と して は 、「ケ ー ス 」

とい う言 葉 は 個 人 に 対 して 失 礼 で あ り、ま た 管 理 す る対 象 は 「人 」で は な く 「ケ

ア」 で あ る とい うこ とや 、 「ケ ー ス 」 と い う言 葉 に 比 べ て 「ケ ア 」は 温 か い ニ ュ

ア ン ス を も っ て い る こ と な どが あ げ られ て い る。(白 澤2006:3)。

一 方
、 わ が 国 に お い て 介 護 保 険 な ど の政 策 に 用 い られ て い る 「ケ ア マ ネ ジ メ

ン ト」 に は 、 サ ー ビス 提 供 者 の 主 導 に よ るマ ネ ジ メ ン ト、 あ る い は コ ス ト抑 制

を 目 的 とす るマ ネ ジ メ ン トの 側 面 が 見 え 隠 れ す る と と ら え て 、 あ え て 「ケ ー ス

マ ネ ジ メ ン ト」 と い う言 葉 を 用 い る 立 場 も あ る(芝 野2002:109)。

本 研 究 に お い て は ケ ー ス マ ネ ー ジ メ ン トもケ ア マ ネ ジ メ ン トも そ の 意 味 で は

基 本 的 に 同 義 で あ る とい う考 え 方 に 立 ち(白 澤2006:3)、 基 本 的 に ケ ア マ ネ ジ

メ ン トの用 語 を 用 い る が 、 文 脈 に よ っ て 使 い 分 け る こ と とす る。

さて 、 ケ ア マ ネ ジ メ ン トが マ ネ ジ メ ン トす る 対 象 で あ る 「ケ ア 」 と は どの よ

うな概 念 で あ ろ うか 。

「ケ ア ＝介 護 」 の イ メ ー ジ を 持 た れ が ち で あ る が 、 介 護 は 「ケ ア 」 の 一 部 に

過 ぎ ず(蛯 江2006:195)、 「ケ ア 」 は 場 面 に よ っ て 「介 護 」 の ほ か 、 「世 話 」、

「気 づ か い 」 な ど と も訳 され る 、 非 常 に広 い 概 念 で あ る(広 井1996:95)。

つ ま りケ ア マ ネ ジ メ ン トに お け る 「ケ ア 」 は 、 介 護 や 介 助 の み な らず 住 居 な

ど も含 め た 、 利 用 者 の ニ ー ズ を満 た し社 会 参 加 を支 援 す る サ ー ビ ス 全 般 を 意 味

す る広 い 概 念 で あ る と い え る 。

第3節 わ が 国 に お け る ケ ア マ ネ ジ メ ン トの 導 入

3－(1)高 齢 者 分 野 の ケ ア マ ネ ジ メ ン ト

世 界 各 国 の ケ ア マ ネ ジ メ ン トの 動 向 は 日本 に も 波 及 し て き た 。

1980年 代 後 半 、高 齢 者 の 在 宅 福 祉 が 強 調 され 、当 時 か ら進 ん で い た 社 会 的 入

院 の 解 消 が 大 き な 課 題 と な っ て い た。 日本 に お け る ケ ア マ ネ ジ メ ン ト研 究 は 、

厚 生 省(当 時)と 全 国 社 会 福 祉 協 議 会 が1989年 に そ れ ぞ れ 「高 齢 者 在 宅 ケ ア ・

ケ ー ス マ ネ ジ メ ン ト研 究 班 」と 「ケ ー ス マ ネ ジ メ ン ト研 究 委 員 会 」を 立 ち 上 げ 、

研 究 を ス タ ー トした こ とが 本 格 的 な 始 ま りで あ る とい わ れ て い る(白 澤2003:

70)。 そ して 同 年 、 「高 齢 者 保 健 福 祉 推 進 十 か 年 戦 略(ゴ ー ル ドプ ラ ン)」 が 作

られ 、ゴ ー ル ドプ ラ ン に よ っ て 創 設 され た 在 宅 介 護 支 援 セ ン ター 事 業 に お い て 、

要 援 護 高 齢 者 の ケ ア マ ネ ジ メ ン トが 始 め られ た(副 田2005b:162)。

1994年 、 「高 齢 者 介 護 ・自立 支 援 シ ス テ ム 研 究 会 」 が 厚 生 省(当 時)に 発 足

し、 「新 た な 高 齢 者 介 護 シ ス テ ム の 構 築 を 目指 して 」 と い う報 告 書 が 提 出 され 、



介護保険制度創設の直接的契機 をつ くった。 これが 「ケアマネ ジメン ト」 とい

う言葉が用い られた最初の公的文書であった(橋 本2000:5)。

これ を受 けて2000年4月 よ り介護 保 険制 度 が 始 ま る こ とになる。

介護保険制度は、40歳 以 上 の国 民 が保 険料 を拠 出 し、それ と公 的財源を合わ

せて、介護や支援 を要す る状態 になった ときに、保健 ・医療 ・介護 ・福祉用具

などの諸サー ビスの給付が受け られ るものであ る。

介護保険制度では、要介護者や要支援者 に対 して介護支援サー ビス とよばれ

るケアマネジメン トが実施 され る。要支援者には地域包括支援センターが、要

介護者に対 しては居宅介護支援事業者(ケ アマ ネ ジ メ ン ト実施機 関)の 介護 支

援 専 門員 とよばれ るケア マネ ジャーによ り介護 サー ビス計画(ケ アプ ラ ン)が

作成 ・実施 され る こ とにな っている。 なお、地域包括支援 センター は、要支援

者の介護支援サー ビスを居宅介護支援:事業所 の 介護 支援 専 門員 に委 託 す ること

ができる。

要介護者の介護 サー ビス計画は、「居宅サー ビス計画」と 「施設サー ビス計画」

とに分 けられ、居宅サー ビス計画は、在宅の要介護者に対 してケアマネ ジメン

トのプロセスを踏んで作成 されるケアプランを意味す る。施設 サー ビス計画は、

介護 老人福祉施設、介護老人保健施設 、介護療養型医療施 設の入所者 に対 して

作成 されるケアプランのことである。

介護支援専門員 になるには、一定の実務経験 を有す る医師 ・看護 師 ・社会福

祉士な どの医療 ・保健 ・福祉 の有資格者 、あるいは資格 は有 しないが実務経験

を積んだソー シャル ワーカーや介護職員、ホームヘルパー等が、筆記試験 に合

格 し、その後、実務研修 を受講することが必要である。介護保 険法第一章第七

条の5に は介 護 支援 専 門員 の規 定 が あ る。 その内容 は、介護支援専門員 とは、

要介護者等か らの相談に応 じ、要介護者等がその心身の状況等に応 じ適切 な居

宅サー ビス等 を利用で きるよ う、市町村、居宅サー ビス事 業を行 う者 、介護保

険施設等 との連絡調整等 を行 う者であって、要介護者等が 自立 した 日常生活 を

営むのに必要な援助 に関す る専門的知識及び技術 を有す る者 となっている。

3－(2)障 害 者 分 野 の ケ ア マ ネ ジ メ ン ト

1995年 、 障 害 者 プ ラ ン(ノ ー マ ラ イ ゼ ー シ ョ ン7か 年 戦 略)が 発 表 され た。

1997年 に は 「今 後 の 障 害 者 保 健 福 祉 施 策 の あ り方 に つ い て 」(中 間 報 告)が

公 表 され た が 、こ れ に つ い て 小 澤 は 、「施 設 の 多 機 能 化 、利 用 者 に よ る選 択 の 原

則 、 ケ ア マ ネ ジ メ ン トシ ス テ ム の 導 入 な どの 点 で 、 高 齢 者 福 祉 と 同 様 、 障 害 者

福 祉 分 野 に お い て も 、 こ れ ま で の 福 祉 サ ー ビス 供 給 の考 え 方 に 大 幅 な 変 更 が 提

案 され た 」 と述 べ て い る(小 澤2006:128)。

1998年 に厚 生 省(当 時)か ら公 表 された 身 体 障 害 、 知 的 障 害 、 精 神 障 害 の3

障 害 者 用 の ケ ア ガ イ ドラ イ ン(知 的 障 害 の 場 合 は 試 案)に お い て 、 ケ ア マ ネ ジ

メ ン トの 具 体 的 な 進 め 方 な どが 明 ら か に され た 。

ま た 同 年(1998)か ら障 害 者 ケ ア マ ネ ジ ャ ー の 養 成 指 導 者 研 修 が 開 催 され 、

1999年 に は 「障 害 者 介 護 等 支 援 サ ー ビス(ケ ア マ ネ ジ メ ン ト)体 制 整 備 推 進 事



業 」 が 始 ま っ た 。

2000年 、 社 会 福 祉 事 業 法 が 改 正 され 社 会 福 祉 法 とな り、 身 体 障 害 者 福 祉 法 、

知 的 障 害 者 福 祉 法 な どの 法 律 改 正 が行 わ れ た 。

2002年 、身 体 ・知 的 ・精 神3障 害 共 通 の 指 針 とな る 障 害 者 ケ ア ガ イ ドラ イ ン

が公 表 され 、2003年 に は 支 援 費 で の ケ ア マ ネ ジ メ ン トが 開 始 され た 。

2006年 か らは 障 害 者 自立 支 援 法 が 施 行 され 、同 法 に も とづ く ケ ア マ ネ ジ メ ン

トが 開 始 され て い る。

3－(3)児 童 分 野 の ケ ア マ ネ ジ メ ン ト

児 童 家 庭 福 祉 の 分 野 で ケ ー ス マ ネ ジ メ ン トとい う言 葉 が 初 め て 公 式 に使 わ れ

た の は 、1996年 度 に8都 道 府 県 で 実 施 され た 児 童 虐 待 ケ ー ス マ ネ ー ジ メ ン トモ

デ ル 事 業 に お い て で あ る と言 わ れ て い る(森2000:68)。

1998年 、厚 生 省(当 時)児 童 家 庭 局 福 祉 課 長 通 知 の 「児 童 養 護 施 設 等 に お け

る入 所 者 の 自立 支 援 計 画 に つ い て 」 に お い て 、 児 童 の 自 立 支 援 の た め に 、 ケ ア

マ ネ ジ メ ン トの 観 点 が 不 可 欠 で あ る こ とが 述 べ られ て い る(森2000:69)。

同 年 、 児 童 相 談 所 運 営 指 針(児 童 家 庭 局 長 通 知)が 改 定 さ れ 、 児 童 相 談 所 が

明 確 に ケ ア マ ネ ジ メ ン トの 機 関 と して 位 置 づ け られ た 。

1999年 、児 童 相 談 所 ・児 童 養 護 施 設 等 の 職 員 の た め の 専 門 的 業 務 マ ニ ュ ア ル

と して 発 行 され た 『子 ど も虐 待 対 応 の 手 引 き 』(厚 生 省 児 童 家 庭 局 監)に は 、全

体 を通 して ケ ア マ ネ ジ メ ン トの 考 え 方 が べ ー ス に 流 れ て い る(森2000:70)。

第4節 ケ ア マ ネ ジ メ ン ト発 展 の 背 景

ケ ア マ ネ ジ メ ン トが 普 及 しつ つ あ る背 景 や ケ ア マ ネ ジ メ ン トを必 要 とす る 一

般 状 況 につ い て 整 理 して み る 。

第 一 に 、 ノ ー マ ライ ゼ ー シ ョ ン理 念 が 浸 透 し、 施 設 ケ ア か ら地 域 生 活 支 援 へ

移 行 して き た 点 が あ げ られ る 。 施 設 で は 入 所 して い る要 援 護 者 に 対 し 、施 設 の

中 で 自 己完 結 的 に様 々 な サ ー ビス が 提 供 され る が 、 在 宅 で 生 活 して い る 要 援 護

者 の 場 合 に は 、 食 事 ・入 浴 ・医 療 な ど、 それ ぞ れ 別 々 に 地 域 に散 在 して い る社

会 資 源 を 寄 せ 集 め な け れ ば 実 施 で き な い 。 つ ま り施 設 福 祉 か ら在 宅 福 祉 へ の 転

換 に よ り、 地 域 社 会 で ば らば ら に散 在 して い る 社 会 資 源 を 、 そ れ ぞ れ の 要 援 護

者 の た め に パ ッ ケ ー ジ 化 す る こ とが 求 め られ る よ うに な っ た の で あ る。

第 二 に 、 高 齢 者 ・障 害 者 な ど、 医 療 ・保 健 ・福 祉 ・住 宅 な ど多 分 野 に わ た る

多 様 な ニ ー ズ を持 ち 、 長 期 間 、 総 合 的 な 支 援 を 必 要 とす る人 た ち が 増 加 し、 サ

ー ビス の パ ッケ ー ジ 化 が 求 め られ た 点 で あ る
。ま た 、現 在 も 地 域 サ ー ビス が 質 ・

量 と も に 十 分 で あ る とは 言 えず 、利 用 者 の ニ ー ズ とサ ー ビ ス の 間 に ギ ャ ッ プ が

存 在 す る場 合 も あ る 。 そ の ギ ャ ップ を 埋 め 、 サ ー ビス を必 要 とす る 人 が 確 実 に

利 用 で き る シ ス テ ム が 不 可 欠 と な っ て き た 。 同 時 に 、 核 家 族 化 や 女 性 の 就 労 率

増 加 に よ る 家 族 機 能 の 低 下 も ケ ア マ ネ ジ メ ン ト発 展 の 背 景 に 挙 げ られ る。

第 三 に 、 サ ー ビス 供 給 団 体 の 多 元 化 で あ る。 従 来 は 、 社 会 福 祉 サ ー ビス は 行

政 や 法 人 に よ る 公 的 な サ ー ビス が 大 部 分 で あ っ た が 、 行 政 、 医 療 機 関 、 ボ ラ ン



テ ィ ア 団 体 、 民 間 企 業 、 家 族 ・知 人 な どサ ー ビス 供 給 団 体 が 多 元 化 し、 サ ー ビ

ス を 効 率 よ く上 手 に使 い 分 け る た め に 、 サ ー ビ ス シ ス テ ム 全 体 を 見 渡 して サ ー

ビス 利 用 を 考 え る こ とが 要 求 され る よ うに な っ た 。 ま た 、 障 害 別 、年 代 別(小

児 や 高 齢 者 な ど)、 機 能 別(保 健 や 雇 用 、住 宅 な ど)に 類 型 化 され て い る 縦 割 り

行 政 の 弊 害 を 克 服 し、 サ ー ビス に 関 連 性 ・連 続 性 を も た せ る た め に も ケ ア マ ネ

ジ メ ン トが 求 め られ た 。

第 四 に 、 サ ー ビス 提 供 の 効 率 化 が あ げ られ る。 低 成 長 期 に お け る 社 会 福 祉 財

源 の 緊 縮 や 対 人 サ ー ビス に お け る費 用 対 効 果 に 対 す る認 識 の 高 ま りを 背 景 に 、

サ ー ビ ス の 漏 れ や 無 駄 を な く し、 サ ー ビス 提 供 を効 率 化 す る こ とが 求 め られ る

よ うに な っ た 。 ア セ ス メ ン ト、 ケ ア 計 画 作 成 とい うよ うに ケ ア マ ネ ジ メ ン トの

過 程 を経 て 社 会 資 源 を 調 整 し連 携 す る こ とに よ っ て 、 要 援 護 者 に 対 す る サ ー ビ

ス 供 給 の重 複 や 漏 れ を 防 ぐ こ とが で き る。 ま た 、 要 援 護 者 の 在 宅 生 活 を で き る

限 り長 く継 続 させ る こ とに よ り、 施 設 入 所 に よ っ て 生 じ る コ ス トの 抑 制 に も貢

献 で き る。

最 後 に 、 社 会 福 祉 援 助 者 側 の理 由 も ケ ア マ ネ ジ メ ン ト発 展 の 背 景 に 挙 げ られ

る。 白澤 は 、社 会 福 祉 の援 助 方 法 が 、 心 理 的 援 助 か ら環 境 調 整 へ と関 心 を 大 き

く変 え て き た こ と に触 れ 、 環 境 調 整 へ 焦 点 を 向 け る こ と は 「ケ ー ス マ ネ ー ジ メ

ン トの 目的 とす る も の と 同 じで あ り、 社 会 福 祉 援 助 方 法 論 の 基 盤 を ケ ー ス マ ネ

ー ジ メ ン トの 中 に 見 い だ す よ うに な っ て き た 」 と して い る(白 澤1992:29)
。

ま た 、援 助 者 の 質 の 問 題 か らケ ア マ ネ ジ メ ン ト勃 興 の 理 由 を 考 察 した も の も あ

る。野 中 は ケ ア マ ネ ジ メ ン トが 生 ま れ た 理 由 の ひ とつ に 、「援 助 者 す べ て の 質 の

下 限 を 引 き 上 げ る た め に マ ニ ュ アル 化 を 必 要 と して い た 」 と推 測 し 、 わ が 国 で

は 「名 人 芸 の 援 助 者 に 当 た る場 合 と 、 そ うで な い 場 合 とで 、 サ ー ビ ス の 違 い ど

こ ろ か 、 一 生 の 運 命 を 分 か つ で あ ろ うこ とが 容 易 に 想 像 され て しま う」 と して

い る。(野 中1994:181)。

第5節 ケ ア マ ネ ジ メ ン トの 定 義

ケ ア マ ネ ジ メ ン トの 定 義 に つ い て 先 行 研 究 を ま と め た も の が 表1で あ る。 ケ

ア マ ネ ジ メ ン トの 定 義 は 、 現 時 点 で は 必 ず し も確 立 され て い な い と言 わ れ て い

る が(金 子2004;白 澤2006;谷 口2002)、 そ の 核 と な る の は ニ ー ズ に サ ー ビ

ス を 結 び つ け る こ とで あ る の は 明 ら か で あ る と い え る 。



表1ケ ア マ ネ ジ メ ン トの 定 義

ケ アマ ネ ジ メ ン トの定 義

D.マ ク ス リ ー

(Moxley,D.)

(1989:12)

「多様 な ニ ー ズを もった 人 々が 、自分 の機 能 を最 大 限 に発揮 して健 康 に過

ごす こ とを 目的 と して、フォーマ ル お よびイ ンフ ォーマ ル な支 援 と活 動 の

ネ ッ トワー ク を組織 し、調整 し、維 持 す る こ とを計 画す る人(も しくはチ

ー ム)の 活 動 」

全 米 ソ ー シ ャ ル

ワ ー カ ー 協 会

(Rose1992:39)

「ケー スマ ネ ー ジメ ン トは、複数 や 複 雑 な問題 ・障害 を有 して い るク ライ

エ ン トが必 要 と して い るす べ て のサ ー ビスを効 率 的 に利 用で きる よ うに、

サ ー ビス を提 供す る一つ のア プ ロー チ で あ る」

白 澤(1992:11) 「対 象者 の社 会 生 活 上 で の複 数 の ニ ー ズ を充足 させ る た め適 切 な社 会 資

源 と結 びつ け る手続 き の総体 」

副 田(2005b:

162)

「複 合 的 な ニー ズ を もち多様 なサー ビス ・資 源 の活 用 を継続 的 に 必要 とす

る人 び とを対 象 と した 、サ ー ビス ・資源 の仲 介 ・調 整 を 中核 とす る地 域 生

活 支援 の方 法 ・技術 」

6節 ケ ア マ ネ ジ メ ン トの 過 程 と機 能 、 ケ ア マ ネ ジ ャ ー の 役 割

ケ ア マ ネ ジ メ ン トの 基 本 的 な 過 程 は 「ア セ ス メ ン ト、 ケ ア 計 画 作 成 、 ケ ア 計

画 の 実 施 、モ ニ タ リン グ」で あ る とい う こ とは 合 意 が 得 られ て い る(白 澤1992;

Rose1992)。 そ して 先 行 研 究 を み る と、 ケ ア マ ネ ジ メ ン トの機 能 は過 程 に 一 致

し、 ア ウ ト リー チ や ア ドボ カ シー 、 資 源 開 発 な ど も基 本 的 機 能 に 次 ぐ重 要 機 能

で あ る と認 識 され て い る こ とが わ か る。

白澤 は 、 「ケ ー ス マ ネ ー ジ ャー の 役 割 」 を 広 く15の 役 割 で と ら え て い る。

そ の 基 本 的 な 役 割 は 「問 題 解 決 者 」、 「計 画 者 」、 「サ ー ビス ・コー デ ィ ネ ー タ

ー 」
、 「評 価 者 」、 「診 断 者 」 で あ る。 ま た 、 ケ ー ス マ ネ ジ メ ン トの 基 本 的 機 能 を

遂 行 す るの に側 面 的 に必 要 な 役 割 は 、'「弁 護 者 」、「仲 介 者 」、「地 域 社 会 な い しは

サ ー ビス の組 織 者 」、 「シ ス テ ム の 連 携 者 」、 「サ ー ビス の モ ニ タ ー と シ ス テ ム の

修 正 者 」、 「記 録 保 管 者 」、 「コ ン サ ル タ ン ト」、 「共 同 援 助 者 」、 「治 療 者 ・カ ウ ン

セ ラー 」、 「促 進 者 」 で あ る(白 澤1992:94)。

他 の 先 行 研 究 を み て も 、ケ ア マ ネ ジ ャ ー の役 割 に は 支 持 者 、仲 介 者 、代 弁 者 、

情 報 提 供 者 な ど の 多 様 な 役 割 が あ げ られ て い る 。

役 割 は本 来 、 機 能 を 遂 行 す る た め に 必 要 な も の で あ る。 ケ ア マ ネ ジ メ ン トの

機 能 を ど こま で 広 げ て と ら え る か に よ っ て 、 ケ ア マ ネ ジ ャ ー の 役 割 も変 わ っ て

く る も の で あ る とい うこ と が で き よ う。



第 Ⅲ 章 ソー シ ャ ル ワー ク とケ ア マ ネ ジ メ ン ト

第1節 ソー シ ャ ル ワ ー ク の 統 合 化 とケ ア マ ネ ジ メ ン ト

太 田 は 、ケ ア マ ネ ジ メ ン トの 起 源 はM.リ ッチ モ ン ド時 代 の 「サ ー ビ ス ・コー

デ ィネ ー シ ョン 」に起 源 を み る こ とが で き る と述 べ て い る(太 田2006:145)。

しか しケ ア マ ネ ジ メ ン トは 、 ソー シ ャ ル ワー ク理 論 や ソー シ ャル ワ ー ク 技 法

の発 展 の 中 か ら誕 生 した も の で は な い 。そ れ は1970年 代 の ア メ リカ に お い て 、

財 政 事 情 を背 景 に 限 られ た 社 会 資 源 を 効 率 的 ・効 果 的 に 利 用 者 へ 提 供 して い く

た め の シ ス テ ム と、 そ の シ ス テ ム 下 で 実 践 者 が サ ー ビス を 統 合 的 に 供 給 して い

く実 践 ア プ ロー チ と を模 索 す る 中 で 生 み 出 され て き た も の で あ る(副 田1997:

4-5)。

そ れ ゆ え ケ ア マ ネ ジ メ ン トの用 語 は 、 シ ス テ ム と実 践 ア プ ロー チ の 両 方 を 指

して い る。 しか し 、 そ の 発 展 の過 程 で 実 践 者 が ク ラ イ エ ン トに 対 して 諸 サ ー ビ

ス を 調 整 し統 合 的 に 供 給 して い く実 践 ア プ ロ ー チ が ケ ア マ ネ ジ メ ン トで あ る と

い う認 識 が 強 く な り、 これ を ソー シ ャ ル ワー ク の 一 様 式 、 一 ア プ ロー チ と して

位 置 づ け る 見 方 が 広 ま っ て い く(副 田1997:5)。

お り し も、1970年 代 は ソー シ ャ ル ワー ク の 統 合 理 論 とそ の 発 展 形 態 で あ る ジ

ェネ ラ リス ト ・ア プ ロー チ が 登 場 した 時 期 で も あ る。 ジ ェ ネ ラ リス ト ・ア プ ロ

ー チ で は
、 ク ラ イ エ ン トの 内 的 側 面 よ り も ク ライ エ ン ト と環 境 との 接 点 に 関 心

が 向 け られ る 。 これ は ケ ア マ ネ ジ メ ン トの 焦 点 と も 一 致 して い た 。

そ して ケ ア マ ネ ジ メ ン トは 、 今 日で は 隣 接 科 学 の 学 際 化 と ソー シ ャ ル ワー ク

の統 合 化 へ の 重 要 な 役 割 を も つ もの と して 定 着 して き た(太 田2006:145)。

白澤 は 、 ケ ア マ ネ ジ メ ン トは人 々 と社 会 制 度 を結 び つ け 、 さ らに は 人 々 の 内

的 な 発 展 や 社 会 制 度 の 改 善 を め ざす も の で あ り、 こ の こ と は ソー シ ャ ル ワー ク

が め ざ して い る こ とに 全 く合 致 して い る と して い る。「ケ ア マ ネ ジ メ ン トが ソー

シ ャル ワ ー ク 実 践 の 中核 を 占 め る と い っ て も過 言 で は な い 」 と 白澤 は 述 べ て い

る(白 澤2006:19)。

副 田 は 、 ジ ェ ネ ラ リス ト ・ア プ ロ ー チ の ソー シ ャ ル ワー ク 論 で は 、 ケ ア マ ネ

ジ メ ン トを 「問題 解 決 の た め の 一 様 式 、 一 ア プ ロー チ で あ る」 と定 義 す る こ と

に な る と述 べ て い る(副 田1997:23)。

た だ しケ ア マ ネ ジ メ ン トは 、 そ の 誕 生 と発 展 の 経 過 か ら 「① 複 合 的 ニ ー ズ を

もつ 人 び との 地 域 生 活 を 支 援 す るた め の サ ー ビ ス の 統 合 的 提 供 、 ② で き る だ け

効 果 的 、 効 率 的 な サ ー ビス 提 供 に よ る費 用 全 体 の 膨 張 抑 制 」 と い う二 つ の 目的

を付 与 され て い る(副 田2005b:166)。 こ の 二 つ の 目的 は 本 来 、 バ ラ ン ス を と

るこ と が 難 しい も の で あ る。 制 度 ・政 策 に お い て ケ ア マ ネ ジ メ ン トが 活 用 され

る場 合 、財 源 抑 制 の た め に ケ ア マ ネ ジ メ ン トを活 用 す る側 面 、 つ ま り② の 目的

が 強 調 され る傾 向 に あ る(白 澤2006:114)。 白澤 は 、 「ケ ア マ ネ ジ メ ン トは 、

財 源 抑 制 の た め に も 、利 用 者 の 生 活 の 質 を高 め る た め に も活 用 で き る 、 い わ ば

両 刃 の剣 の側 面 を も っ て い る 」 と述 べ て い る(白 澤2006:114)。



第2節 わ が 国 の 介 護 保 険 制 度 に 対 す る見 解

わ が 国 の 介 護 保 険 制 度 に つ い て の 意 見 を ま と め て み る。

白澤 は 、 居 宅 介 護 支 援 事 業 者 で ケ ア マ ネ ジ メ ン トが 実 施 され るた め 、 一 元 的

にサ ー ビス 提 供 が で き る よ うに な り、 円 滑 な サ ー ビ ス利 用 が 可 能 とな っ た こ と

が介 護 保 険 制 度 の 最 も評 価 で き る 点 で あ る と して い る(白 澤2006:124)。

ま た 、 わ が 国 の 介 護 保 険 で は 、 単 品 サ ー ビ ス の 利 用 だ け で 問 題 な く生 活 して

い け る よ うな 人 も ケ ア マ ネ ジ メ ン トの 対 象 と し、 パ ー トナ ー を保 障 した 。 副 田

は 、「そ の こ とに よ り、高 齢 者 虐 待 を始 め 、生 活 困 難 事 例 な ど ソ ー シ ャ ル ワー ク

援 助 を必 要 とす る 人 び と を 発 見 す る 可 能 性 」 が 高 ま っ た こ と を 介 護 保 険 制 度 の

長 所 に あ げ て い る(副 田2005a:178)。

つ ま り介 護 保 険 法 に お い て 、高 齢 者 の 在 宅 生 活 支 援 に ニ ー ズ 優 先 ア プ ロー チ4

を理 念 と して 導 入 し、 そ の 仕 組 み を整 備 し、 介 護 支 援 専 門 員 とい うパ ー トナ ー

を保 障 した 。 こ の 点 が 介 護 保 険 制 度 の 最 も評 価 で き る点 で あ る と考 え られ る 。

一 方
、 介 護 保 険 制 度 に 対 して 批 判 的 な 意 見 も少 な く な い 。 こ こで は 、 特 に ソ

ー シ ャル ワ ー ク の 立 場 か らケ ア マ ネ ジ メ ン トを と ら え た 意 見 を ま とめ て み る。

岩 間 は 、 「介 護 保 険 制 度 を め ぐ る動 向 は 、対 人 援 助 の 本 質 や そ の 原 理 ・原 則

な ど を 実 質 上 吹 き飛 ば して しま い そ うな 勢 い で あ る 」 と し た う え で 、 「社 会 資

源 と個 別 の ニ ー ズ を 結 ぶ と い うケ ア マ ネ ジ メ ン トとい う手 法 が 、 「援 助 の 方 法 」

か ら離 れ て 一 人 歩 き し、 単 な る制 度 上 の 「手 続 き 」 と化 して し ま うこ とに 、 強

い 不 安 を禁 じ得 な い 」 と述 べ て い る(岩 間1999:179)。

同 じ く植 戸 も 、 ケ ア マ ネ ジ メ ン ト実 践 の 基 礎 に は重 要 な 社 会 福 祉 援 助 の 視 点

が 存 在 す る こ と を 指 摘 して い る 。 この 基 本 的 な 視 点 が 欠 け て い れ ば 、 本 来 、 地

域 生 活 を 支 援 す るた め の 援 助 活 動 も し くは 手 法 で あ る ケ ア マ ネ ジ メ ン トが 「単

な る 小 手 先 の テ ク ニ ック あ る い は 事 務 手 続 き 」に な っ て しま う と述 べ て い る(植

戸2002:224)。

渡 部 は 、 ア メ リカ で は ソー シ ャルワ ー ク が 専 門 職 化 し過 ぎ た こ とへ の 反 省 と

して 新 しい 方 向 性 を 見 つ け た が 、 わ が 国 で は 、 専 門 性 の 追 求 も な い ま ま 、 ケ ア

マ ネ ジ メ ン トとい う方 法 を 取 り入 れ よ う と した 結 果 、「豊 か な 知 識 と経 験 が な く

て も ソー シ ャル ワ ー ク の 実 践 は 可 能 、 とい うふ うに 誤 っ て 解 釈 され て 進 ん で い

く危 険 性 に も さ ら され て い る 」 と述 べ て い る(渡 部2003:11)。 つ ま り、 本

来 、 教 育 者 ・ア ドボ ケ ー タ ー な ど多 くの 機 能 を 果 た す は ず の ソー シ ャル ワ ー ク

が 、ブ ロー カ ー 機 能 に そ の 役 割 を 縮 小 され て い く 可 能 性 が あ る とい うの で あ る。

も し、 こ の ま ま 時 間 が 過 ぎ て い け ば 、 ソー シ ャ ル ワ ー ク は 「ど の よ うな 職 種 の

人 で あ っ て も 多 少 の 研 修 を受 け 習 得 で き る 単 一 の機 能 しか もた な い 仕 事 で あ る

と と らえ られ る よ うに な る の で は な い だ ろ うか 」 と危 惧 し て い る(渡 部2003:

11)。

太 田 は 、「ソー シ ャル ワー ク に 固 有 な 生 活 支 援 と い う視 野 や 発 想 を 前 提 に して

4ケ ア プ ラン を作 成 す るに あた って 、利用 者 が在 宅生 活 して い く上 で どの よ うな生 活 課題(ニ
ー ズ)を 持 って い るか を明 らか に し、そ のニ ー ズに対 して どの よ うな社 会 資源 が最 適 か を計 画

し、問題 解決 してい くこ と(白 澤2006:34)。



実 践 レパ ー ト リー が 機 能 す るわ け で 、 そ の 原 点 や 基 本 を欠 落 した 実 践 レパ ー ト

リー5の 便 宜 的 な 活 用 、そ れ は ケ ア マ ネ ジ メ ン トの 独 り歩 き に み られ る よ うに本

末転 倒 もは な は だ しい 」、 「施 策 展 開 に 便 宜 的 な 方 法 や 技 術 が 、 ソー シ ャル ワ ー

ク とい う固 有 な 共 通 基 盤 を 欠 落 させ た ま ま 独 走 し て き て い る こ と が 問 題 で あ

る」 と述 べ て い る(太 田2005:3)。

つ ま り、介 護 保 険 法 に ケ ア マ ネ ジ メ ン トの 手 法 が 取 り入 れ られ 、 法 制 度 上 に

は 「利 用 者 主 体 」、 「自 己 決 定 尊 重 」 な どの ソー シ ャル ワ ー ク の 価 値 や 理 念 とほ

ぼ 同 様 の 文 言 が 並 ぶ こ と とな っ た が 、現 実 に は ソー シ ャ ル ワ ー ク の 価 値 や 理 念

を 実 践 に 具 体 化 す る こ とが で き て お らず 、 ソ ー シ ャ ル ワー ク の 視 点 を 欠 い て ケ

ア マ ネ ジ メ ン トの み が 独 り歩 き す る 状 況 に な っ て い る と い え る。

5社 会 福 祉 援 助 技 術 の 展 開 方 法 は
、 生 活 支 援 に 最 適 な 方 法 レパ ー ト リー を 中 心 に 固 有 な 展 開 過

程 で 推 進 され る が 、 レパ ー ト リー とは 、社 会 福 祉 援 助 技 術 の 体 系 と し て 類 型 化 され る諸 方 法 で

あ り(太 田2006:135)、12通 り に分 類 され て い る 。 社 会 福 祉 援 助 技 術 は 、 直 接 援 助 技 術 、 間

接 援 助 技 術 、 関 連 援 助 技 術 とに 三 大 分 類 さ れ て い る 。 直 接 援 助 技 術 は 、① ケ ー ス ワ ー ク 、② グ

ル ー プ ワ ー ク の2つ で あ る。 間 接 援 助 技 術 は 、① コ ミ ュ ニ テ ィ ワ ー ク 、② ソー シ ャ ル ワー ク ・

リサ ー チ 、③ ソ ー シ ャル ・ウ ェ ル フ ェ ア ・ア ド ミニ ス トレー シ ョ ン 、④ ソ ー シ ャル ア ク シ ョ ン 、

⑤ ソー シ ャ ル ・ウ ェル フ ェ ア ・プ ラ ン ニ ン グ で あ る。 関 連 援 助 技 術 は 、① ネ ッ トワ ー ク 、 ② ケ

ア マ ネ ジ メ ン ト、 ③ ス ー パ ー ビ ジ ョ ン 、④ カ ウ ンセ リ ン グ 、⑤ コ ン サ ル テ ー シ ョ ン で あ る(太

田2006:143)。



第Ⅳ 章 ソー シ ャル ワー カ ー の 役 割 と ソ ー シ ャ ル ワ ー ク の 技 術

「ソー シ ャル ワー ク の 基 盤 が あ っ て こ そ の ケ ア マ ネ ジ メ ン トで あ り、 ケ ア マ

ネ ジ メ ン トは ソー シ ャル ワー ク の 支 援 過 程 に お い て 展 開 され る 実 践 手 法 の 一 つ

で あ る 」 とい う仮 説 を 実 際 の 事 例 で 検 証 す る に あ た り、 筆 者 は ソー シ ャ ル ワー

カ ー の 役 割 と ソー シ ャル ワー ク の 技 術 に 着 目 した 。 こ の 章 で は そ れ らの 定 義 づ

け を行 う。

第1節 ソー シ ャル ワ ー ク実 践 と ソ ー シ ャル ワ ー カ ー の 専 門 性

ソー シ ャル ワー ク と は 、「利 用 者 固 有 の 生 活 状 況 を 基 点 に 、よ り豊 か な社 会 生

活 の 回 復 と実 現 を 目指 し、 制 度 と し て の 社 会 福 祉 諸 サ ー ビ ス の 提 供 を通 じ、 利

用 者 に よ る課 題 解 決 を 可 能 に す る支 援 活 動 の 展 開 と、 他 方 で は 、 社 会 の 発 展 に

対 応 した社 会 福 祉 の維 持 と、 そ の 諸 条 件 の 改 善 ・向 上 を 目標 に し た 専 門 的 職 業

者 に よ る 支 援 活 動 シ ス テ ム の 展 開 過 程 」 で あ る(太 田2002:13)。

ソー シ ャル ワ ー ク は 価 値 の 実 践 で あ る とい わ れ て お り、 価 値 と は 「援 助 を方

向づ け る理 念 ・思 想 ・哲 学 」 で あ る(岩 間2004a:37)。

ソー シ ャル ワ ー ク 実 践 の 根 本 的 価 値 は 、 個 人 の 尊 厳 、 人 権 な どで あ る。 根 本

的価 値 か ら、 自 己 実 現 や ノ ー マ ラ イ ゼ ー シ ョ ン な どの ソ ー シ ャ ル ワー ク 実 践 の

目標 を 導 く価 値(中 核 的 価 値)が 導 き 出 され る(副 田2002:45-8)。 こ れ らの

ソー シ ャル ワー ク 実 践 の 価 値 か ら、 ソー シ ャ ル ワ ー ク 実 践 の 目標 が 導 か れ る 。

表2は 先 行 研 究 よ り ソー シ ャル ワ ー ク 実 践 の 目標 を ま と め た も の で あ る。

表2ソ ー シ ャ ル ワ ー ク 実 践 の 目標

1.ク ライ エ ン トの主 体的 視 点 の尊 重

2.ク ライ エ ン トの 自立 ・自助 ・自己 実現 の促進

3.ク ライ エ ン トの対 処能 力 の 向 上

4.意 味 あ る関係 ・つ な が りの形成

5.ク ライエ ン トと資 源 ・資源 システ ム との結 合

6.社 会 福祉 サ ー ビス、 各種 社 会 資源 の 改善 と向上

7.公 的 政策 の 改善 ・発 展 の促 進

8.ソ ー シ ャル ワー ク実 践 の 方法 と実 践 行動 シ ステ ム の検 討 に よ る専 門性 の 向上

(秋 山2002:72-6、 副 田2002:45を 参 考 に筆 者 作成)

ソー シ ャル ワ ー カ ー は そ の 実 践 の 中 で ソー シ ャ ル ワー ク 実 践 の 目標 を 達 成 す

る た め に 、「ソー シ ャ ル ワ ー カ ー と して な す べ き 一 定 の 行 動 様 式(諸 活 動 の ま と

ま り)」、 つ ま り ソ ー シ ャル ワー カ ー の 役 割 を 果 た す(副 田2002:228)。

ま た 、 ソー シ ャル ワ ー ク が 目標 に 向 か っ て 展 開 され る と き 、 有 効 か つ 効 果 的

な 手 法 と して 、 技 術 が 重 要 な 役 割 を 担 う(秋 山2002:77)。

秋 山 は 、「技 術 とは 、課 題 達 成 や 目標 達 成 に あ た っ て 、そ の 取 り組 む べ き 行 動

に潜 在 、 顕 在 す る 、 専 門 的 知 識 、 価 値 、 態 度 の 融 合 ・凝 集 に よ っ て 生 ま れ た 、

固 有 の 技 能 や 能 力 の こ と を 指 す 。 ソー シ ャル ワ ー ク 実 践 援 助 技 術 の 場 合 は 、 さ



らに 、 これ に ソ ー シ ャル ワ ー ク の 目標 を具 体 化 した 原 理 や 理 念 が 付 与 され た 技

能 や 能 力 の こ とで あ る」 と述 べ て い る(秋 山2002:77)。

ソー シ ャル ワ ー ク 実 践 に お い て 活 用 され る 技 術 は 、 ソー シ ャル ワー ク の 価 値

や 目標 と は不 可 分 の 関 係 に あ る。 し た が っ て 、 技 術 が ソー シ ャル ワー カ ー に よ

り適 切 に 活 用 され 、 援 助 過 程 の 各 段 階 あ るい は 時 間 の 経 過 毎 に 整 合 性 を も っ て

活 用 され る こ と は 、 専 門 職 で あ る か 否 か が 問 わ れ る 重 要 な 事 柄 と い え る(牧

2004:161)。

本 章 で は ソー シ ャル ワー ク の 価 値 、 目標 、 ソ ー シ ャ ル ワ ー カ ー の 役 割 と技 術

お よ び 専 門性 に つ い て 以 上 の よ うな 流 れ で と ら え た うえ で 、 ソー シ ャ ル ワー ク

の役 割 や 技 術 に つ い て 具 体 的 に論 じて い く。

第2節 ソ ー シ ャル ワ ー カ ー の 役 割

先 行 研 究 よ り 「ソー シ ャル ワー カ ー の 役 割 」 を 整 理 した も の が 表3で あ る。

表3ソ ー シ ャ ル ワ ー カ ー の 役 割

1.支 援 役 割

2.カ ウ ン セ リン グ役 割

3.イ ネ ー ブ リン グ役 割

4.教 育 ・指 導 役 割

5.グ ル ー プ ワー ク ・サ ー ビ ス 提 供 役 割

6.ケ ア 提 供 役 割

直
接

サ

ー

ビ

ス

提

供

役

割

7.ソ ー シ ャ ル ネ ッ トワー ク強 化 役 割

8.保 護 役 割

9.仲 介 役 割

10.権 利 擁 護 ・代 弁 役 割

11.調 停 役 割

12.ケ ア マ ネ ジ メ ン ト役 割

資

源

シ

ス
テ
ム

結

合

役
割

13.公 的資源 シス テ ムの 改善 ・強化役 割

(組 織変 革役 割 、コ ンサ ル テ ー シ ョン役 割 、ネ ッ トワー キ ン グ役 割 、資源 動員 ・開発 役割)

14.公 的政策 発 展 の促 進役 割

(新 規事 業 の計 画 立案 役割 、政策 決 定過 程へ の 参加 役 割 、権 利擁 護 運 動 の役 割)

(副 田2002:231、 齋 藤 ら2002:155-200を 参 考 に 筆者 作成)

な お 、 こ れ らの ソー シ ャル ワー カ ー の 役 割 の 大 前 提 に な る も の が 相 談 援 助 者

(Conferee)の 機 能 で あ る。 以 下 に 簡 単 に ふ れ て お く。

相 談 援 助 者 機 能 は ソー シ ャル ワー ク の 機 能 の 中 で 最 も一 般 的 な も の で あ り、

ソー シ ャル ワー ク の 援 助 過 程 全 体 を 通 し一 貫 し て 中 心 的 な機 能 を 果 た す も の で

あ る(齋 藤2002:157)。 ワ ー カ ー が ク ラ イ エ ン トの 主 要 な 援 助 資 源 と な り、

ク ラ イ エ ン トと と も に 問 題 解 決 に 取 り組 み 、 協 働 す る た め の 対 等 な 関 係 性 を基



礎に した機能である。また、援助対象や過程における介入方法の実施状況 に応

じて他の役割へ の移行が必要 となる際、その原 点 となる機能で もある。

本研究では相談援助者機能 を前提 とした うえで、以下の ソー シャル ワーカー

の役割を論 じていく。

1.支 援 役 割

支 援 役 割 と は 、 ク ラ イ エ ン トが 問 題 対 処 や 問 題 改 善 へ の 意 欲 、 能 力 を 回 復 で

き る よ うに 、 不 安 な どの 感 情 を 受 け 止 め て 緩 和 し精 神 的 な 安 定 を 図 る 、安 心 感

を与 え る とい う活 動 を行 うこ とで あ る 。そ の 具 体 的 な 活 動 は 、受 容 、勇 気 付 け 、

助 言 な どに 分 類 で き る(副 田2002:234)。

2.カ ウ ンセ リン グ役 割

カ ウ ンセ リン グ役 割 と は 、 ク ラ イ エ ン トの 問 題 対 処 の 能 力 を 高 め る た め に 、

行 動 パ ター ンや コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン ・パ ター ン な ど の 変 化 を 個 別 面 接(セ ッシ

ョン)や グル ー プ ワ ー ク に よ っ て 援 助 す る役 割 で あ る(副 田2002:235)。 支

援 役 割 と比 較 す る と、 不 安 の 緩 和 や 安 心 感 の 提 供 だ け で は な く、 ク ラ イ エ ン ト

自身 の 変 化 を促 進 す る 活 動 も含 む 。

3.イ ネ ー ブ リ ン グ役 割

イ ネ ー ブ リ ン グ役 割 とは 、 ク ライ エ ン トが 持 っ て い る 能 力 を 活 用 で き る よ う

に側 面 的 に 援 助 し促 す 役 割 で あ る。 内容 的 に は 支 援 役 割 と重 な る 部 分 が 多 く 、

教 育 ・指 導 役 割 と も近 い(副 田2002:236)。 具 体 的 な 活 動 と して 三 点 あ げ ら

れ る。 第 一 に 、 ク ラ イ エ ン トの も っ て い る能 力 ・長 所 が 活 か せ る機 会 を ク ラ イ

エ ン トと と もに 検 討 し提 供 す る 、 能 力 活 用 範 囲 の 拡 大 を 目指 す 活 動 で あ る。 第

二 に 、新 しい 活 動 の 取 り組 み や 技 術 の 獲 得 に対 す る積 極 的 な 気 持 ち や 意 欲 が も

て る よ う励 ま す こ とや 刺 激 の 提 供 で あ る。 最 後 に 、 簡 単 な こ とか ら始 め て 必 要

な 望 ま しい こ と に取 り組 ん で い け る よ う援 助 す る こ とで あ る。

4.教 育 ・指 導 役 割

ク ラ イ エ ン トの 社 会 的 機 能 を高 め 、 環 境 へ の 対 処 能 力 を 引 き 出 す た め に 、 ク

ライ エ ン トに 必 要 な 情 報 や 、 新 しい ソー シ ャル ・ス キ ル を 学 習 す る機 会 を 提 供

して い く役 割 が 教 育 ・指 導 役 割 で あ る(谷 口2002:196)。

5.グ ル ー プ ワー ク ・サ ー ビス 提 供 役 割

グル ー プ ワー ク ・サ ー ビ ス提 供 役 割 とは 、 メ ンバ ー 間 の 相 互 作 用 が も た らす

力 を 活 用 して メ ン バ ー の 問 題 改 善 ・ニ ー ズ 充 足 な ど を 促 進 す る 目的 を も っ た グ

ル ー プ ワー ク6に お い て 、 フ ァ シ リテ ー ター や コー チ 役 割 を 果 た す こ とで あ る 。

6例 えば 、認 知 症高 齢者 介護 者 の 会 、デイ サ ー ビスでの クラ ブ活 動 な どが あ る。



6.ケ ア 提 供 役 割

これ は 、 身 の ま わ りの 世 話 や 介 助 を す る役 割 で あ る(副 田2002:237)。 例

えば 、相 談 機 関 との 接 触 を た め ら う人 々 に 対 し 、 相 談 機 関 の ソー シ ャ ル ワー カ

ー が ち ょっ と した 買 い 物 や 掃 除 を手 伝 うこ と な どで あ る
。 こ の こ と が 信 頼 関 係

の 形 成 に役 立 ち 、 サ ー ビス 利 用 につ な が っ て い く可 能 性 が あ る 。

7.ソ ー シ ャル ネ ッ トワー ク 強 化 役 割

ソー シ ャル ネ ッ トワ ー ク と は 、 人 々 が 日頃 取 り結 ん で い る 社 会 関係 網 を意 味

し、 具 体 的 に は 、例 え ば 家 族 員 、 親 族 、 友 人 、 会 社 の 上 司 な どか ら な る。 ソー

シ ャ ル ネ ッ トワー ク の 強 化 役 割 は 、 ハ ン デ ィ キ ャ ップ 、 経 済 的 困 窮 や 社 会 的 な

差 別 を受 け て い る こ と な どに よ っ て 、 小 さ な ソー シ ャ ル ネ ッ トワ ー ク しか 築 け

な い(築 け な か っ た)人 々 、 そ の 小 さ な ソ ー シ ャ ル ネ ッ トワー ク が 必 ず し もサ

ポ ー テ ィ ブ7に 機 能 して い な い 人 々 、社 会 的 に 孤 立 して い て サ ポ ー テ ィ ブ な ネ ッ

トワー ク を ほ とん ど もた な い 人 々 な ど に 対 し て 行 う。

この 役 割 を果 た す た め に必 要 な 活 動 方 法 と し て は 、 ① 既 存 の ソー シ ャ ル ネ ッ

トワー ク(特 に 家 族 、 隣 人 、 友 人 とい っ た イ ン フ ォ ー マ ル ・シ ス テ ム)の サ ポ

ー テ ィ ブ機 能 の 強 化
、 ② ボ ラ ン テ ィ ア な ど、 サ ポ ー テ ィ ブ な機 能 を も つ 関係 の

創 出 、 ③ セ ル フヘ ル プ ・グ ル ー プ な どへ の ク ラ イ エ ン トの 参 加 促 進 、 あ る い は

ク ライ エ ン ト自身 に よ る そ れ らの 組 織 作 りの 支 援 、な ど が あ る(副 田2002:239)。

8.保 護役割

保護役 割 は、「社 会 福祉 実践の社会的責任の第一は生存の危機や社会生活上の

困難に直面 している人々に対する保護 と権利の保障であ る(谷 口2002:179)」

とい う考 え方 の も と、 生存 の危機や生活の限界状況 に直面 しているクライエ ン

ト・システムに介入す る役割である。例 えば災害の被災者 、被虐待者 、事故や

病気によって生活困難な人々などに対 して、その安全 と生活 を保障す るために、

法的に裏付け られた権限や制度による保護 、援助、あるいは専門的権威 にもと

ついた ソーシャル ワー ク的介入 を行 うことな どで ある。

9.仲 介 役 割

ク ライ エ ン トの ニ ー ズ に マ ッチ す る資 源 を 提 供 す る シ ス テ ム に ク ラ イ エ ン ト

をつ な ぎ 、 ク ラ イ エ ン トが そ こ か ら資 源 を得 られ る よ うに す る役 割 で あ る。

仲 介 役 割 と して の 活 動 方 法 に は 、 ① リフ ァー ラ ル(紹 介 、 連 絡)と ② 交 渉 ・

調 整 とが あ る(副 田2002:241)。

① リフ ァー ラ ル と は 、 そ の ク ライ エ ン トに と っ て 最 も適 切 な 資 源 を提 供 す る

シ ス テ ム が ソー シ ャル ワ ー カ ー の 属 す る組 織 で は な い 場 合 、 そ の シ ス テ ム を紹

介 し説 明す る。 そ の シ ス テ ム に ク ラ イ エ ン トが コ ン タ ク トを とる 意 欲 や 能 力 、

7意 味 あ るサ ポー テ ィブ な社 会 関係 とは
、 そ の関係 に よっ て人 が 自己肯 定感 や アイ デ ンテ ィテ

ィを感 じられ る関係 を意 味す る。



技 術 を も っ て い る と判 断 で き る 場 合 や 、 コ ン タ ク トを と る こ と 自体 が ク ライ エ

ン トの 問 題 対 処 能 力 を高 め て い く こ と に な る と判 断 で き る 場 合 な どに 実 施 す る

こ とが 望 ま しい 。 そ うで な い 場 合 に は 、② の 交 渉 ・調 整 が 必 要 で あ る。

② 交 渉 ・調 整 とは 、 ク ラ イ エ ン トの ニ ー ズ に 最 もマ ッチ す る 資 源 を サ ー ビ ス

と して 提 供 し うる サ ー ビ ス 組 織 に 連 絡 を と り、 必 要 な サ ー ビ ス の 量 や ク ラ イ エ

ン トが 利 用 した い 日時 な ど に つ い て 説 明 し、 ク ラ イ エ ン トの 希 望 が か な うよ う

交 渉 す る こ とで あ る。 ま た 、 組 織 の サ ー ビス 提 供 上 の 条 件 を ク ラ イ エ ン トに伝

え、 両者 の 間 に齟齬 が 生 じな い よ う調 整 を は か る(副 田2002:242)。

10.権 利 擁 護 ・代 弁 役 割

こ こで の権 利 擁 護 ・代 弁 役 割 は ケ ー ス ・ア ドボ カ シ ー を 指 して い る。 ク ラ イ

エ ン トの 権 利 が侵 害 され て い た り、 権 利 の 実 現 が 妨 げ られ て い る場 合 に これ を

擁 護 し、 ク ライ エ ン トが 自 ら権 利 回 復 や 実 現 が で き る よ う支 援 す る 。 ま た 自 ら

そ の権 利 を 主 張 で き な い ク ラ イ エ ン トの場 合 は 、 代 弁 者 と し て 、 権 利 回 復 や 実

現 に 向 け て 関 係 組 織 に働 き か け た りす る 役 割 の こ と で あ る(副 田2002:243)。

11.調 停 役 割

調 停 役 割 は 、 ク ラ イ エ ン トと資 源 を提 供 す る シ ス テ ム と の 間 に 、 あ るい は ク

ライ エ ン トに 資 源 を 提 供 す る諸 シ ス テ ム の 間 に 食 い 違 い や 対 立 が あ る こ とに よ

って 、適 切 な 資 源 が 望 ま しい 形 で ク ライ エ ン トに 届 か な い 場 合 に 遂 行 され る。

ま た 、 ク ラ イ エ ン トと家 族 ・親 族 や 隣 人 な どの イ ン フ ォ ー マ ル ・シ ス テ ム との

間 に齟齬 が あ る場 合 、 グル ー プ ワー ク ・サ ー ビ ス に お い て グ ル ー プ の メ ンバ ー

間 に齟齬 が 生 じた 場 合 で も 、 こ の役 割 が 果 た され る(副 田2002:244)。

12.ケ ア マ ネ ジ メ ン ト役 割

多 様 な 問 題 や ニ ー ズ を 抱 え 比 較 的 長 期 に わ た っ て 複 数 の サ ー ビス を利 用 す る

必 要 が あ る ク ラ イ エ ン トに 対 し、 諸 サ ー ビス の 仲 介 を 中 心 と して 、 多 様 な援 助

役 割 を必 要 に応 じ継 続 的 に 行 っ て い く役 割 で あ る(副 田2002:245)。

ケ ア マ ネ ジ メ ン トの 対 象 とな る ク ラ イ エ ン トは 複 数 の 資 源 の 活 用 を 必 要 とす

る場 合 が 多 く あ り、そ の 際 は ワ ー カ ー が 連 携 の機 能 を 果 た す こ とが 重 要 で あ る 。

連 携 とは 、 サ ー ビ ス の 内 容 や 質 が 重 複 した 場 合 、 資 源 間 に 連 絡 不 足 が 存 在 し ク

ライ エ ン トに 資 源 が 十 分 配 分 され な い 場 合 な ど に ワー カ ー が タ イ ミ ン グ を 計 り

なが ら連 絡 調 整 し、各 資 源 が 担 当 す る 役 割 、業 務 範 囲 を 調 整 す る こ と で あ る(齋

藤2002:187)。 仲 介 役 割 を果 た す 時 に も こ の 連 携 の 機 能 が 発 揮 され る が 、 ケ

アマ ネ ジ メ ン ト役 割 遂 行 に あ た っ て は 、よ り連 携 機 能 が 重 要 に な る とい え よ う。

13.公 的 資 源 シ ス テ ム の 改 善 ・強 化 役 割

公 的 資 源 シ ス テ ム の 改 善 ・強 化 役 割 は4つ に 整 理 で き る。

① 組 織 変 革 役 割

組 織 側 の 要 因 の た め に ク ラ イ エ ン トが 効 果 的 ・人 道 的 な ニ ー ズ 充 足 を妨



げ られ て い る 場 合 に 、 そ の 要 因 を分 析 し 、 組 織 の 変 革 を 求 め る働 きか け を

行 う役 割 で あ る(副 田2002:246)。

② コ ン サル テ ー シ ョ ン役 割

組 織 内 の 他 職 種 や 他 組 織 か ら、 ク ラ イ エ ン トの 利 益 の た め に現 在 の 問 題

を どの よ うに 改 善 した ら よ い か とい う相 談 を受 け た 場 合 な ど に 、 ソー シ ャ

ル ワー ク の 視 点 か ら相 談 に応 じ る役 割 で あ る(副 田2002:247)。

③ ネ ッ トワー キ ン グ 役 割

ソー シ ャル ワ ー ク 実 践 を 行 っ て い く と き に 連 携 した り、 連 携 し合 う必 要

が あ る と考 え られ る 諸 組 織 間 の ネ ッ トワ ー ク を構 築 す る役 割 で あ る(副 田

2002:247)。

④ 資源 動 員 ・開 発 役 割

組 織 内 外 の 既 存 の 資 源 を 再 活 性 化 させ た り、 新 しい プ ロ ジ ェ ク トな どを

始 め る た め に 計 画 を 立 て 資 金 や 人 を 獲 得 し た りす る 役 割 で あ る(副 田

2002:248)｡

14.公 的政 策 発 展 の 促 進 役 割

公 的 政 策 発 展 の促 進 役 割 は3つ に 整 理 で き る 。

① 新 規 事 業 の 計 画 立 案 役 割

特 定 の カ テ ゴ リー に 属 す る人 々8の ニ ー ズ を 充 足 す る プ ロ グ ラ ム が 既 存

の制 度 に な い こ と な どを 認 識 した 場 合 、 地 域 の 団 体 や 住 民 な ど に こ う した

問題 へ の 関 心 を持 っ て も らい 、 組 織 作 りを 行 っ て 、 新 しい プ ロ グ ラ ム の 創

設 を 図 っ て い く役 割 で あ る(副 田2002:249)。

② 政 策 決 定 過 程 へ の 参 加 役 割

地 域 レベ ル の社 会 福 祉 政 策 の 決 定 過 程 に お け る 委 員 会 な ど に 参 加 す る こ

とや 、 自治 体 や 国 が 検 討 を始 め る こ と に な っ た プ ロ ジ ェ ク トや 法 案 な どに

つ い て 、 個 人 の ソ ー シ ャ ル ワー カ ー と して 、 あ る い は ソー シ ャ ル ワ ー カ ー

の 専 門職 団 体 と して 意 見 を表 明 して い く こ と な どで あ る(副 田2002:249)。

③ 権 利 擁 護 運 動 の 役 割

こ こで の 権 利 擁 護 運 動 は コー ズ(ク ラ ス)ア ドボ カ シ ー を 意 味 して い る 。

例 え ば社 会 的 に 抑 圧 され て い る 人 々 な どの 基 本 的 人 権 を 保 障 して い くた め

に 、法 の 改 正 や 立 法 化 を 求 め て 運 動 す る もの で あ り、 社 会 的 正 義 の 回 復 、

社 会 変 革 の 実 現 を 図 る役 割 とい え る(副 田2002:250)。

8例 え ばホ ーム レスの人 々や 独 居老 人 な どが あげ られ る
。



第3節 ソー シ ャル ワー ク の 技 術

今 日、 ソー シ ャ ル ワー ク の 技 術 や 技 能 は 、 体 系 的 な もの と して 必 ず しも合 意

を み て い る もの で は な い とい わ れ て い る(平 塚2004:14)。 ソー シ ャ ル ワ ー ク

の技 術 の 中 に は 、 ソー シ ャ ル ワー ク が 固 有 に 発 達 させ て き た 技 術 、 諸 科 学 か ら

の 技 術 、対 人 援 助 分 野 に 共 通 の 技 術 な ど が含 ま れ る が 、 こ こ で は 、 ソー シ ャ ル

ワー ク の枠 組 み の な か で 活 用 され る基 礎 的 な技 術 を ソ ー シ ャ ル ワー ク の 技 術 と

み な す もの とす る(平 塚2004:14-5)。

ソー シ ャル ワー ク の 技 術 は 、 ソー シ ャ ル ワー カ ー の 人 柄 や 能 力 、 考 え な ど を

通 して 表 現 され る ア ー ト と して の 性 格 を もつ(副 田2005b:ⅳ)。 一 方 、 ソー シ

ャル ワー カ ー な ら誰 で も 学 ん で お くべ き 基 礎 的 な も の で あ る こ とは い うま で も

な い。 ソー シ ャル ワ ー ク の 技 術 の 特 徴 と して 、 そ れ ぞ れ の 技 術 が 援 助 過 程 と一

致 して い る こ とが あ げ られ る。 援 助 技 術 を組 み 立 て る こ と に よ り実 践 過 程 が 成

り立 ち 、 一 方 で 実 践 過 程 の 展 開 が 援 助 技 術 に相 当 す る。

本 研 究 で は 、「環 境 の な か の 人 間 」の視 点 を用 い て ソー シ ャ ル ワー ク の 基 礎 技

術 の類 型 化 を 行 っ たM.マ ク メ イ ア ン(Mcmahon,M.)に よ る分 類(McMahon:

1996)を 基 本 とす る。 こ の 分 類 に 対 して は 「個 々 の ス キ ル の 具 体 性 が み え ず 、

抽 象 度 が 高 い 」 とい う批 判 的 な 意 見 も あ る が 、 実 践 レベ ル を ふ ま え て 総 合 的 に

体 系 化 され て い る と い う長 所 が あ る(藤 野2004:53)。

秋 山 は 、M.マ ク メ イ ア ン の 分 類 に 挙 げ られ た 技 術 以 外 に も 、 コ ミュ ニ ケ ー シ

ョン技 術 、受 容 の 技 術 、理 解 の 技 術 な どが 必 要 で あ る と述 べ て い る(秋 山2002:

80)。 この 意 見 をふ ま え 、本 研 究 に お い て は 、コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョン 技 術 は応 答 、

解 釈 、 明 瞭 化 、 情 報 提 供 の 技 術 な ど に含 ま れ る もの 、 理 解 の 技 術 は 感 受 性 の 技

術 に包 含 す る も の と し、 受 容 の 技 術 を あ らた に 付 け加 え る こ と と した 。 そ の う

えで ソー シ ャル ワー ク の 技 術 を 整 理 した もの が 表4で あ る。 そ して 表4の そ れ

ぞ れ の 技 術 に つ い て 説 明 し た も の が 表5～8で あ る 。



表4ソ ー シ ャル ワー ク の 技 術

人

関係 技術

・傾聴 の技術

・応答 の技術

・感受性 の技 術

・解釈 の技術

・明瞭化の 技術

・情 報提供 の技術

・照 会 ・送 致 の技術

・受 容の技 術

と(相 互 関係)

問題解 決 技術

・問題特 定 の技 術

・情 報収 集 の技 術

・アセ ス メ ン トの技 術

・目標設 定 ・計 画 作成 の 技術

・行動(イ ン ターベ ンシ ョン)

選択 と遂 行 の技 術

・評価 の技 術

・終結 の技 術

専 門職 技術

・記 録 技術

・調査 技術

・時 間管理 技 術

・チ ー ム ワー ク技 術

環境

政 治的 技術

・弁護 ・擁護 の技 術

・法 的措 置 の 技術

・証 拠 の技 術

(証 拠提 示 の技 術)

・取 り引 きの技術

・組 織 化 の技 術

・公 表 の技術

・デ モ ン ス トレー シ ョンの技

術

表5関 係 技 術

《傾 聴 の技 術》ク ライ エ ン トの話 に 耳 を傾 け、よ り正確 に相 手 の話 を理解 しよ う とす るた めに

必 要な言語 表現(渡 部1999:170)。

《応 答 の技術》ク ライ エ ン トの話 を聴 い て い る こ とを表 し、話 を促 す 相 づ ちな ど(渡 部1999:

167)。

《感受性 の技術 》ク ライ エ ン トか らの言 語 的 ・非言 語 的 メ ッセー ジ を受 け止 め 、感 じ取 り、理

解 す る技 術(空 閑2004:116)。

《解釈 の技術 》クライ エ ン トが 述べ た こ とが らの意 味 を 説 明 した り、さ らに一歩 進 ん だ解釈 を

す るこ と(渡 部1999:168)。

《明瞭化 の技 術》ク ライエ ン トが述べ た こ とを ワー カー が正 し く受 け取 った か ど うか の確認 の

た めに使 われ る言 語反 応(渡 部1999:171)。

《情報提 供 の技術 》ク ライ エ ン トが そ の情報 を適切 に使 え る時 期 に あ る と思 わ れ た ときに、相

手に とって役 立つ 情 報 を相手 が 理解 で きる形 で提 供す る こ と(渡 部1999:168)。

《照会 ・送致 の技術 》ワー カー が 所属 す る機 関 等で は ク ライ エ ン トの ニー ズ に応 え られ な い と

きは、他 の機 関 に クライ エ ン トの援 助 を依 頼 す る こ と(牧2004:165)。

《受容 の技術 》相 互 の コ ミュニ ケー シ ョンの過 程 の なか で 、クライ エ ン トが 直面 す る問題 や ク

ライ エ ン トの思 い を ワー カ ー が個別 化 して とらえ、 共有 ・共感 す る こ と(空 閑2004:118)。



表6問題解決技術《問 題 特 定 の 技 術 》 ソー シ ャ ル ワー ク の 対 象 者 と な る ク ラ イ エ ン トが 「援 助 の 対 象 と な る何 ら

か の 問題 を 持 っ て い る」 こ と が 明 ら か に な る こ と(渡 部2002:132)。

《情 報 収 集 の 技 術 》 ク ラ イ エ ン トの 問 題 解 決 に必 要 な 情 報 を 収 集 し ま と め る こ と(牧2004:

165)。

《ア セ ス メ ン トの 技 術 》 ク ラ イ エ ン トの 問 題 解 決 に 最 適 の 方 法 を 見 つ け 出 す た め に 、ク ラ イ エ

ン トと問 題 を 取 り巻 く状 況 を 多 面 的 ・統 合 的 に評 価 す る こ と(渡 部2002:134)。

《目標 設 定 ・計 画 作 成 の 技 術 》ク ラ イ エ ン ト と と も に 実 現 可 能 な 目標 を 設 定 し(牧2004:166)、

目標 に 向 け て ど の よ う な こ と を 行 っ て い く の か 、具 体 的 な 行 為 を ク ラ イ エ ン トと と も に 決 め て

い く こ と。 ク ライ エ ン ト、 ワ ー カ ー そ れ ぞ れ が や る べ き こ と と時 期 を 決 め 、ま た 、モ ニ タ リ ン

グの 時 期 や 方 法 な どを 確 認 す る(副 田2005b:92)。

《行 動(イ ン タ ー ベ ン シ ョン9)選 択 と遂 行 の 技 術 》 「プ ラ ン 実 施 」 の 技 術 と も呼 ば れ る。 計 画

の 内 容 を ワ ー カ ー や ク ラ イ エ ン トが 遂 行 して い く こ とを 意 味 す る 。

《評 価 の 技 術 》 目標 が 達 成 で き た か ど うか を 点 検 ・確 認 す る こ と(副 田2005b:98)。

《終 結 の 技 術 》 目標 が 達 成 され 、ク ライ エ ン トの 生 活 が 安 定 し 、ワ ー カ ー に よ る 援 助 が 終 了 段

階 に あ る こ と を ク ラ イ エ ン ト と と も に確 認 し、 援 助 を 終 結 す る こ と(牧2004:166)。

表7政 治 的 技 術

《弁護 ・擁護 の技 術》ク ライ エ ン トの生活 を安定 させ るた め に、ク ライ エ ン トに影 響 を及 ぼ し

てい る環境 に権 利擁 護 のた め の主 張や 活 動 を し、権利 侵 害 を防 止 す る技 術(牧2004:167)。

《法 的措 置 の 技 術 》 ク ラ イ エ ン トの援 助 にお い て 必 要 な場 合 に は 法 的 措 置 を とる技 術(牧

2004:167)｡

《証 拠 の技術(証 拠提 示 の技術)》 クライエ ン トを取 り巻 く環 境 に対 して 、 ク ライ エ ン トの生

活 問題 が当該環 境 の影 響 に よ る との事 実 を提 出す る技術(牧2004:166)。

《取 り引き の技術 》クライ エ ン トを取 り巻 く環境 とのや りと りを通 して取 り決 め ・取 り引 き を

す るこ と(牧2004:166)。

《組 織化 の技 術》組 織 内 ・組織 外 にお いて 、援 助 活動 が適 切 に行 え る よ うな スタ ッフ集 団 を形

成 した り、よ り効 果的 なサ ポー ト体 制や サ ー ビス供給 体 制 を組 み 立 て るた めに用 い る調整 ・連

携構築 の技術。 クライエ ン トに支 持 的 な環境 とな るべ く近 隣 ・地 域 に働 きか け て調 整 ・連 携す

る技術(牧2004:167)、 地 域 に お いて住 民 同 士のつ な が りに よる コ ミュニテ ィを形 成 して い

く技術(空 閑2004:126)な ど も組 織化 の技術 に含 ま れ る。

《公表 の技術 》問題 の地域 協働 的解決 を 目指す 必要性 や そ の 手順 を、地 域住 民 に周 知 徹底 させ

るた めの広報 活動 を行 う技術(定 藤1981:195)。

《デモ ンス トレー シ ョンの技 術 》行政 庁や 関係 団体 が ク ライエ ン トの生 活 の安 定 につ な が るサ

ー ビスを提供 す る よ うに直接 訴 え か けた り、世論 の支持 を得 るた めの 組織 作 りをす る技 術(牧

2004:167)。

9「 イ ン タ ー ベ ン シ ョン 」 は
、 ワ ー カ ー の 援 助 活 動 を さ す 言 葉 で あ る(副 田2005b:95)。 ソ

ー シ ャル ワ ー ク実 践 の 過 程 は ワ ー カ ー と ク ラ イ エ ン トが 協 働 す る の が 原 則 と い う考 え か ら
、

「イ ン タ ー ベ ン シ ョ ン」 と い う言 葉 を 避 け る 考 え も あ る が 、本 研 究 で は ワ ー カ ー の 援 助 活 動 に

焦 点 を 当 て て い る た め 、 イ ン タ ー ベ ン シ ョ ン の 言 葉 を 用 い る こ と に す る 。



表8専 門 職 技 術

《記録技術 》援 助 に 関す る記録 を簡潔 か つ正確 に行 い、記 録 を援 助 活 動 に活 用す る(牧2004:

166)。

《調査技術 》ク ライエ ン トの援 助 に必 要 な事柄 を リサー チ 、探 求 し、科学 的 な実 践 に高 め る こ

と(牧2004:166)。

《時 間管理技術》クライ エ ン トの面 接や 同僚 との打 ちあ わせ 、何 らかの業 務 を期 限 内 にや り遂

げる ことな ど、時 間 を管 理 す る技 術(空 閑2004:128)。

《チーム ワー ク技術 》よいチ ー ム を作 り援 助 に よ りよ い効 果 を もた らす こ と(牧2004:166)。

な お 、 技 術 に つ い て 論 述 す る 際 に は 、 必 要 な 技 術 を 網 羅 、 列 挙 しつ くす こ と

に の み 目を奪 わ れ て は な らな い 。秋 山 は 、「人 間 と人 間 の 社 会 生 活 環 境 を支 援 す

る こ とに よ っ て 達 成 され る各 人 の 自 己実 現 の た め に 、 何 を い か に な す べ き か を

思料 ・思 考 す る こ と 、 こ れ こそ が 技 術 の 本 質 的 根 幹 な の で あ る 」 と述 べ て い る

(秋 山2002:81)。

つ ま り、 ソ ー シ ャル ワ ー ク に お け る技 術 の 内 容 を考 え る こ とは 、 ソー シ ャル

ワー ク実 践 を担 う者 と して 、 どの よ うな 行 動 や 技 術 ・能 力 が 求 め られ る か を 考

え る こ とで あ る とい え よ う。



第Ⅴ 章 介護支援専門員の担 当事例に発現す る ソー シャル ワーカーの役割 ・技

術こ の 章 で は 、 第Ⅴ 章 の 「表3ソ ー シ ャ ル ワー カ ー の 役 割 」 と 「表4ソ ー

シ ャル ワー ク の 技 術 」 が 、 介 護 支 援 専 門 員 の 担 当 事 例 に お い て どの よ うに 発 現

す る の か を調 査 す る 。

第1節Aさ ん の 事 例 概 要

・本 事 例 の 背 景

① 介 護 支 援 専 門 員 の 所 属 機 関:病 床 数 約230床 、 開 設 科 目10科 の 総 合 病 院 。

ソー シ ャル ワ ー カ ー は 開 院 当 初(約30年 前)よ り配 属 さ れ 、 院 内 の 一 角 に 医

療福 祉 相 談 室 が 開設 され て い る。 在 宅 介 護 支 援 セ ン タ ー 、 居 宅 介 護 支 援 事 業 所

も併 設 。T＋2年10月 現 在 、 介 護 支 援 専 門 員 は6名 体 制 で 、 医療 相 談 室 、 居

宅 介 護 支 援 事 業 所 、 在 宅 介 護 支 援 セ ン タ ー を 兼 務 。 な お 、 同 一 法 人 内 に 訪 問看

護 事 業 所 が あ り、Aさ ん も こ の 事 業 所 を利 用 。

② 介 護 支 援 専 門 員 の 属 性:30代 、女 性 。 保 持 資 格 は社 会 福 祉 士 、介 護 支 援 専 門

員 。 業 務 的 に は 医 療 ソー シ ャ ル ワー カ ー も兼 務 。T＋2年10月 現 在 、 社 会 福

祉 士 の経 験 は 約9年 、 そ の うち介 護 支 援 専 門 員 と し て の 経 験 は 約3年 。

・Aさ ん(男 性 。T＋2年10月 現 在69歳)の 事 例 概 要

病 歴:T－5年 、62歳 の 時 に 小 脳 出 血 を 発 症 。 脳 外 科 病 院 で 手 術 受 け る。T＋1

年 の3月 、身 体 障 害 者 手 帳2級(両 上 肢 と体 幹 機 能 障 害)の 交 付 を受 け て い る。

か か りつ け 医 は 介 護 支 援 専 門 員 の 勤 務 先 病 院 の 内 科 。

・T＋2年10月 現 在 のAさ ん のADL

〔歩 行 〕 小 刻 み 、 パ ー キ ン ソ ン様 歩 行 。

〔移 動 〕立 ち上 が りや 起 き 上 が りは何 か に つ か ま れ ば 可 能 。自 宅 内 は 伝 い 歩 き。

平 坦 な屋 外 は 短 距 離 で あれ ば杖 歩 行 可 能 。通 院 は 車 い す に 乗 り、介 助 受 け る 。

〔食 事 〕 食 事 動 作 は 自立 。 嚥 下 能 力 は 特 に 問 題 な し。

〔入 浴 〕 見 守 り。 背 中 は 介 助 に て 洗 っ て も ら う。

〔排 泄 ・更 衣 ・整 容 〕 自立 。

〔家 事 ・I-ADL〕 支 援 必 要 。

〔理 解 ・行 動 〕 軽 ～ 中程 度 の 認 知 症 を認 め る。 曜 日や 時 間 を 理 解 す る こ とが で

き な い。 薬 が 手 元 に あ っ た ら時 間 や 回 数 に 関 係 な く服 用 し て しま う。

〔趣 味 ・嗜 好 〕 愛 煙 家(タ バ コ の火 の 管 理 は 今 の 所 、 失 敗 す る こ と は な い)。 飲

酒 は し な い 。

〔経 済 〕 生 活 保 護 受 給 中 。

〔家 族 構 成 〕Aさ ん の 出 身 は 四 国 。農 家 の 生 ま れ 。18歳 頃 に 大 阪 に 出 て き て 、

建 築 関係 の 仕 事 を して い た 。 妻 と結 婚 し、 娘 が 一 人 生 ま れ る。 妻 は す で に 死

亡 、 娘 はT－2年 に病 気 で 死 去 。 現 在 は2歳 年 上 の 兄(ア ル コ ー ル 依 存 症 の



た め精 神 科B病 院 に 入 院 歴 あ り)、Aさ ん 、3歳 年 下 の 妹(近 く に住 む)の 三

人 兄 弟 で 、Aさ ん は 兄 と二 人 暮 ら し。20歳 代 前 半 の 孫 息 子 と孫 娘 が 一 人 ず つ

い て 、 隣 の 市 に住 ん で い る 。

T年12月 、兄 が 来 室 し、弟 ・Aさ ん が 通 院 す る た め 車 イ ス を借 りた い とい う

要 望 が 出 され た こ とか ら居 宅 介 護 支 援(ケ ア マ ネ ジ メ ン ト)が 開 始 され る。

・事 例 選 択 理 由

本 事 例 は 、小 脳 出 血 後 遺 症 を患 うAさ ん の 事 例 で あ る。Aさ ん は 歩 行 能 力 の 低

下が み られ る も の のADLは ほ とん ど介 助 が い らな い レベ ル で あ る こ と か ら、

支 援 の 内 容 はADLへ の 対 応 よ り もI-ADLの 援 助 や 外 出 支 援 、 判 断 能 力 の 低 下

に伴 うソー シ ャル ス キ ル 低 下 へ の 対 応 、 社 会 的 な 面 で の 関 係 調 整 が 主 に な っ て

い る。 ま たAさ ん の 生 活 を 支 え る た め に 、ア ル コ ー ル 依 存 症 を 患 う兄 へ の 対 応

や 、 他 の 家 族 と の連 絡 調 整 も不 可 欠 で あ る こ と が こ の 事 例 の 特 徴 で あ る 。 現 在

も支 援 継 続 中。

・倫 理 的 配 慮

プ ライ バ シー 保 護 の た め 筆 者 に よ り事 例 を加 工 し た 。 ま たAさ ん と家 族(孫 息

子)に 対 して 書 面 で 同 意 を 得 た(同 意 日2007年12月27日)。

・そ の 他

筆 者 が 援 助 経 過 か ら発 現 す る役 割 と技 術 を 選 定 し 、 援 助 の ポ イ ン トに な る部 分

だ け を 表 に記 載 した 。 介 護 支 援 専 門 員 の 援 助 方 針 の 変 化 か らみ て 、 経 過 を お お

ま か に4期 に分 類 した 。

表 中 の 「来 室 」 は居 宅 介 護 支 援 事 業 所 の 事 務 所(相 談 室)に 来 室 した こ と 、「当

院」 は 居 宅 介護 支 援 事 業 所 の 母 体 病 院 を 意 味 し、 「来 院 」 「受 診 」 は 、 そ こ に 来

院 した こ とを 示 す(他 の 病 院 を 受 診 した 場 合 は そ の 旨 を 明 記 して い る)。 「CM」

はCareManagerの 略 で 担 当介 護 支 援 専 門員 を 、 「PW」 はPublicworkerの 略

で生 活 保 護 の ケ ー ス ワ ー カ ー を意 味 す る。



第2節Aさ ん の事 例 経 過 に発 現 す る ソ ー シ ャ ル ワー カ ー の 役 割 ・技 術

〔第1期 〕 情報 収集 と各 種 サ ー ビス導 入 を 中 心 と した か か わ り【T年12月 ～T+2年1月】 約1年2ヶ 月 間

日時 援助経過 発現する役割 発現する技術 援助 に対す る評価

12

月

5月

6.28

初回 訪 問。Aさ ん は 「こん な病気 に な る とは 思 って

い なか った」と話 す 。Aさ ん とと もに車 いす を選 定。

福祉 用具 レンタル 業者 に連絡 。

兄 よ り電 動車 いす レン タ ル の 希 望 が あ っ た た め訪

問。 写真入 りの カ タ ログを用 い てAさ ん に説 明。A

さん、レン タル を希 望 した ため福 祉 用具 レンタル 業

者 に連絡 。同行 訪 問 し、Aさ ん とと もに電 動車 い す

の車種 を選 定 、置 き場 所 な どを確 認 。

6.24か ら週2回 の リハ ビ リ通院(理 学 療 法 士 に よ る

歩 行訓 練)が 開始 され てい たが 、Aさ ん、通 院 日を

間違 えて来院(間 違 えた の は2回 目)。 フ ラフ ラ で

眠 そ うな 目つ き。電 動 車 いす の運 転 は危 険 と思 われ

た ため 、Aさ ん の横 につ いて 歩 き、 自宅 ま で 送 る。

兄 か ら、Aさ ん が睡 眠 薬 を朝 に服 用 した か も しれ な

い とい う情報 が入 る。Aさ ん は曜 日や 時 間 の認 識 が

な く、服薬 管理 が で き てい ない こ とが判 明。 明 日、

主治 医の外来 を受診 す る よ う兄 に伝 え る。

【支援 】【教 育 ・指 導 】

【仲介 】【ケアマ ネ ジ

メン ト】

【イ ネ ー ブ リ ン グ 】

【教 育 ・指 導 】【仲介 】

【ケ ア マ ネ ジ メ ン

ト】

【ケア 提供 】

関係 技 術 《傾聴 、感受 性 、

情報 提供 、 受容 》

問題 解決 技 術 《問題 特 定 、

情報 収集 、アセスメント、 目標設

定 ・計画 作成 、行動 選 択 と

遂 行》

関係 技 術 《傾 聴 、感 受性 、

情報 提 供 、受 容 》

問題 解 決技 術 《情報 収集 、

アセスメント、 目標設 定 ・計画 作

成 、行動 選 択 と遂 行》

関係 技術 《傾聴 、感受 性 、

受 容 》

問 題解 決 技術 《問題 特 定 、

情報 収 集 、アセスメント、 目標 設

定 ・計 画 作成 、 行動 選択 と

遂行 》

信 頼 関係 樹 立。Aさ ん の感 情 を受 容 。

Aさ ん とと もにサ ー ビス を選 択 ・決 定 し

よ うとす る姿勢 が うかが え る。

電 動車 い す の活 用 に よ り行 動 範 囲 の拡 大

が 期待 で きる こ とを、Aさ んに 理解 で き

る よ うに説 明が な され て い る。 そ の上 で

Aさ ん の意 思 を引 き出す よ うな か かわ り

が行 われ て い る。

時 間的 に猶 予 の ない 状況 で は 、CMに よ

り直 接 的 な ケア(自 宅 まで 送 る)が 提 供

され て い る。



6.29

7.5

7.6

7.7

7.28

(事 前 にCMよ り主治 医 に状 況 を 申 し送 る)

Aさ ん と兄 、受 診。診 察 時 、主治 医 か ら服薬 管 理 目

的 で訪 問看護 を受 ける よ う勧 め られ 、利 用 に同 意。

訪 問看護 の初 回面接 に 同行。訪 問看 護 師 よ り曜 日 ご

とに仕 切 られ た 整理 箱 に 薬 を入 れ る こ とが 提 案 さ

れ 、Aさ ん了承 。 ま たAさ ん は曜 日の感 覚 が な く、

指 定 され た 日時 に通 院 で きな い 状 態 とな っ て い る

た め、訪 問介護 に よる通 院介 助 を提 案。Aさ ん、ヘ

ル パ ー利用 に同 意。

Aさ んや兄 の 同意 を得 て 、妹 へ 電話。訪 問介護 と訪

問看 護 の利用 を開始 す るにあ た り、妹 に緊 急連 絡 先

にな って もら えな いか頼 む 。妹 、 了承 。

訪 問介護 の初 回 面接 に 同行 。 サー ビス 内容 をAさ

ん 、ヘ ルパー 事 業者 と確 認(リ ハ ビ リ通 院 介助 ・週

2回)。 ヘ ルパ ー はで きるだ けAさ ん との 会話 を も

つ こ と、また 、服 薬 状況 を確 認 す る こ と も依 頼。

訪 問看 護 と同行 訪 問。Aさ ん は相変 わ らず 服 薬 管理

が で き ないた め、今 後 は訪 問看 護 師 よ り兄 に1週 間

分 ず つ薬 を預 け、兄 は 、朝食 後 にAさ ん に一 包 ずつ

渡 す ことにす る。Aさ ん と兄 、 了承 。

【仲 介 】【ケ ア マ ネ ジ

メ ン ト】

【イ ネ ー ブ リ ン グ 】

【教 育 ・指 導 】【仲 介 】

【 ケ ア マ ネ ジ メ ン

ト 】 【ネ ッ ト ワ ー キ ン

グ 】

【ソーシャルネットワーク強化 】

【仲 介 】 【ケ ア マ ネ ジ

メ ン ト 】

【イ ネ ー ブ リ ン グ 】

【教 育 ・指 導 】 【ソーシャ

ルネットワーク強 化 】 【仲 介 】

【ケ ア マ ネ ジ メ ン

ト】 【ネ ッ ト ワ ー キ ン

グ 】

【イ ネ ー ブ リ ン グ 】

【教 育 ・指 導 】【仲 介 】

【権 利 擁 護 ・ 代 弁 】

【ケ ア マ ネ ジ メ ン

ト 】 【ネ ッ ト ワ ー キ ン

問題 解決 技術 《目標 設 定 ・

計画 作成 、行動 選択 と遂 行》

関係 技術 《傾 聴 、感 受 性、

情 報 提供 、受 容 》

問題 解決 技術 《アセスメント、 目

標 設 定 ・計画 作 成 、行 動選

択 と遂行 》

専 門職 技 術 《チームワーク》

関係 技 術 《傾 聴 、感 受性 、

情 報提 供 、受 容 》

問題 解 決 技術 《行動 選択 と

遂行 》

関係 技 術 《傾 聴 、感 受性 、

情報 提 供 、受 容》

問題 解 決 技術 《アセスメント、 目

標設 定 ・計 画 作成 、 行動 選

択 と遂 行》

専門 職 技術 《チームワーク》

関係 技 術 《傾 聴 、感受 性 、

情報 提 供 、受容 》

問題 解 決技 術 《情 報収 集 、

アセスメント、 目標設 定 ・計画 作

成 、行 動 選択 と遂行 、評 価》

主 治 医 との連 携 が 図 られ 、仲 介者 と して

の役 割 が果 た され よ うと して い る。

サ ー ビスの初 回 面接 にはCMが 同席 し、

Aさ んの 不安 軽減 、Aさ ん とサ ー ビス事

業者 間の コ ミュニ ケー シ ョン をス ムー ズ

にす るた め の配慮 が な され て い る。ま た 、

Aさ んが 楽 しみ に して い る通 院 リハ ビ リ

に い か に して きち ん と通 うか とい った 視

点 でサ ー ビス利 用 が提案 され て い る。

妹 に連 絡 を とる こ とは 、緊 急 連 絡先 の確

保 とソー シ ャル ネ ッ トワー ク強 化 を意 図

して行 われ て い る。

自宅 に 閉 じこ も りが ち なAさ ん に とっ

て 、訪 問看 護 師や ヘ ルパ ー が サ ポー テ ィ

ブ な 関係 とな るよ う連絡 調 整 が 図 られ て

い る。

Aさ んの 状況 をアセ ス メ ン トし、「Aさ ん

に よ る服 薬 管 理」とい う 目標 よ りも、「医

師 の 指示 どお り服 薬 し、持病 の悪 化 を 防

ぐ」 方 を優 先 させ る こ とで 、Aさ ん の権

利(健 康 に生 き る権利)が 護 られ よ うと



8.8

8.25

訪 問。Aさ ん に通 所介 護(デ イ サ ー ビス)の 利 用 を

勧 め る。Aさ ん 、「人前 に 出 るの は好 か な い な あ」

と、デ イサー ビス利 用 に不 同意 。

訪 問 。最近 は電動 車 い す に乗 る機 会 はか な り減 って

い るた め電動 車 いす 返却 を提 案 。Aさ ん 、 「確 か に

最 近 は あま り電動 車 イ ス に 乗 っ て い ない の で返 す

わ」 と、返 却 に同 意。

グ】

【支援 】【イ ネ ー ブ リ

ン グ】【教 育 ・指導 】

【仲介 】【ケア マネ ジ

メン ト】

【イ ネ ー ブ リ ン グ 】

【教 育 ・指 導 】【仲 介 】

【ケ ア マ ネ ジ メ ン

ト】

政治 的技 術 《弁護 ・擁護 》

専 門職技 術 《チームワーク》

関係 技術 《傾 聴 、感 受性 、

情 報 提供 、受 容 》

問題 解決 技術 《情報 収集 、

アセスメント、 目標 設 定 ・計 画作

成 、 行動 選択 と遂行 》

関係 技術 《傾 聴 、感 受性 、

情 報提 供 、受 容 》

問題解 決 技術 《情報 収集 、

アセスメント、 目標 設 定 ・計画 作

成 、行 動選 択 と遂 行 、評 価 》

してい る こ とが うか が え る。

サ ー ビス提 供 者 か ら入 る情 報(Aさ んが

しば しば退 屈 だ と訴 え て い る、 な ど)を

元 に アセ ス メ ン トが な され て い る。Aさ

ん の感 情 を受 容。

電動 車 いす を使 わず と も、最 近 で はヘ ル

パ ーや 訪 問看護 師 との 会話 を楽 しみ 、そ

れ な りに社 会 との接 点 が持 て て い る こ と

を アセ ス メ ン トした 上 で返 却 す る。

〔第2期 〕 兄 が 入 院 、Aさ ん の 独 居 を 支 え る か か わ り【T+2年2～4月】 約3ヶ 月 間

日 時

2.7

2.8

援助経過

兄 が来 室 し、「明 日か らB病 院(以 前入 院 した こ と

の あ る精神科 病 院)に 入 院 す る こ とに な った か ら、

相 談 に来 て欲 しい 」 との こ とで 訪 問。Aさ ん 、 「ワ

シ は家 で生活 した い。 ひ と り暮 ら しで も大 丈夫 」。

当院 にてサー ビス担 当者 会議 を開催 。

出席 者:妹 、PW、 訪 問看 護 事 業者 、ヘ ル パ ー 事 業

者 、CM。 衣食 住 を ど うす るか が検 討 され る。

今後 は 、薬 を玄 関の 缶 に入れ て お き、ヘル パ ー が毎

発現 す る役 割

【支援 】

【イ ネ ー ブ リン グ 】

【仲 介 】【権 利 擁護 ・

代弁 】【ケ アマ ネ ジ メ

ン ト】【ネ ッ トワー キ

発 現す る技術

関係 技術 《傾聴 、 感受 性 、

受容 》

問題 解決 技 術 《情 報収 集 、

アセスメント、 目標 設 定 ・計 画 作

成 、行動 選 択 と遂 行》

関係 技術 《傾聴 、感 受 性 、

情 報 提供 、 受容 》

問題 解決 技 術 《情 報収 集 、

アセスメント、 目標 設 定 ・計 画 作

援助 に対す る評価

今 後 の 生活 形 態 と して 、 自宅 で の生 活 あ

る いは施 設 入所 が 選択 で き る こ とをAさ

ん に理解 で きる よ うに説 明 し、Aさ んの

意 思 を引 き出 す よ うな か かわ りが行 われ

てい る。

Aさ ん の独 居 生活 を成 り立た せ る とい う

目的 の た め、あ えてAさ ん不 在 で会 議 が

開催 され て い るが 、CMに よ り権利 擁護

の役割 が果 た され よ う と して い る こ とが



2.9

2.16

2.22

朝 そ こか ら薬 を出 してAさ ん に渡 す。Aさ ん は薬 が

手 元 に ある とどん どん飲 んで しま うた め 、Aさ ん に

対 しては 玄関の缶 の存在 は内 緒 に し、ヘ ル パ ー が毎

朝 薬 を届 けに行 く とい うこ とに して お く。

一 人 で 自宅 の風 呂に入 るのは 危険 な た め 、デ イ サー

ビス の導入 が決 ま る(妹 がAさ んを説 得 す る、と)。

孫 息子 が金銭 管理 を行 っ てい る との こ とで 、今後 必

要 な 費用 を ど う受 け渡 しす るか。 妹 、 「孫 息子 と連

絡 が取 りに くい の で、CMか ら連 絡 を して 欲 しい 」。

訪 問。 昨 日の 決 定事 項 をAさ ん に説 明す る。

孫息 子へ 電話。孫 息 子 、「お金 は僕 が 管理 して い る。

僕 は週 に2、3回 は祖 父 の様 子 を見 に 行 っ てい る」。

昨 日の会議 で の決 定 事項 を伝 達 す る。

市 の 配食 サー ビスの初 回 配達 日。Aさ ん 宅 でAさ ん

と ともに配達 を待 ち、食 券 の購 入 を手 伝 い 、食 券 の

保 管場 所 、弁 当の 置 き方 な どを打 ち合 わせ る。

デ イ サー ビス の初 回 面接 に 同席。

デ イ サー ビス事 業者 よ り、利 用初 日の 昼食 を ほ とん

ど食べ な かった との連 絡 を受 け て訪 問。Aさ ん 、「お

腹 が 空い てい なか っ ただ けだ よ」。

ヘ ルパ ー事務 者 へ 問 い合 わせ て も、食 べ物 の好 き嫌

い な どは特 に ない と思 う、 と。デ イ サ ー ビスへ 電話

し、 も うしば らく様 子 を 見 る よ う依頼 す る。

ン グ 】

【支 援 】 【イ ネ ー ブ リ

ン グ 】 【教 育 ・指 導 】

【ソーシャルネットワーク強化 】

【仲 介 】 【ケ ア マ ネ ジ

メ ン ト】

【イ ネ ー ブ リ ン グ 】

【仲 介 】 【ケ ア マ ネ ジ

メ ン ト 】

【支 援 】 【権 利 擁 護 ・

代 弁 】 【ケ ア マ ネ ジ メ

ン ト】 【ネ ッ ト ワ ー キ

ン グ 】

成 、行 動選 択 と遂 行 》

政 治的 技術 《弁護 ・擁 護 、

組 織化 の技 術 》

専 門職 技術 《チームワーク》

関係 技 術 《傾 聴 、感 受性 、

情報 提 供 、受 容》

問題 解 決技 術 《情 報 収集 、

アセスメント、 目標 設 定 ・計画 作

成 、行 動選 択 と遂 行》

関係 技術 《傾聴 、感 受性 、

情 報 提供 、受 容》

問題 解決 技 術 《情 報収 集 、

アセスメント、 目標 設 定 ・計 画 作

成 、 行動 選 択 と遂 行》

関係 技術 《傾聴 、 感受 性 、

情 報 提供 、 受容 》

問題 解決 技 術 《情 報収 集 、

アセスメント、 目標 設 定 ・計 画 作

成 、 行動 選 択 と遂 行》

政 治 的技 術 《弁 護 ・擁 護》

うかが え る。 これ は 十分 なア セ ス メ ン ト

に基 づ くもの で あ る とい え る。

CMが 孫息 子 と信 頼 関係 を作 ろ うと して

い る こ とが うか が え る。

初 回面接 時 ・サ ー ビス利 用 時 はAさ ん の

不 安 を軽 減 し、双 方 の コ ミュニ ケ ー シ ョ

ン を スムー ズにす るた め の配 慮 が な され

て い る。

Aさ ん が 「楽 しか った 」 と評 価 して い る

デ イ サ ー ビ ス を 利 用 し続 け る た め に 、

CMがAさ ん の代 弁 と連 絡 調 整 を行 って

い る こ とが うか が え る。



2.23

3.15

4.27

デ イサ ー ビス事業 者 よ り電 話。Aさ ん がデ イ に出 か

け る と きに 玄 関 を施 錠 しな い で い い と主 張す る の

で施 錠せ ず に出 て きた こ とに対 し不安 が あ る、 と。

孫 息子 、 「元 々、 施 錠 す る習 慣 の な い家 。 空 き巣 に

入 られ て もデ イ の責任 な どとは全 く思 わ ない」 と。

孫 息子 の意見 をデ イ サ ー ビス に事 業者 に伝 え 、この

ま ま様子 を見 る よ う依頼 す る。

(Aさ ん はデ イ を気 に入 って い る よ うだ、 とい う情

報 が 各 サ ー ビ ス事 業 者 か ら入 っ て い る こ とを受 け

て)デ イ利用 に よ る生活 リハ ビ リ効果 が期待 で きる

こ とか ら、週2回 の通院 リハ ビ リを 中止 してデ イ回

数 を も う一回増 や して は ど うかAさ ん に提 案 す る。

Aさ ん、「デイ に一本 化 す るわ 」 と。

調 整 を はか り、利 用 回数 が週3回 に増 え る。配食 サ

ー ビス業者 、ヘ ル パ ー事 業者 、 孫 息子 へ も連 絡。

ヘ ル パー 事業 者 よ り電 話。デ イ か ら帰 る とAさ んは

一 人 で2階 に上 が り、2階 のベ ラン ダ にあ る洗濯 機

を使用 してい る らしい、 と。

孫 息子 へ電話 し、現 状 を伝 え る。孫 息子 「足 元 が危

ない のに 、一人 で 散歩 に出 る こ と も多 い。階 段昇 降

す るの も仕方 ない と思 う。デ イ が楽 しい み たい で よ

か っ た と思 っ てい る」。

【権 利 擁 護 ・代 弁 】

【ケ ア マ ネ ジ メ ン

ト】【ネ ッ トワー キ ン

グ】

【支 援 】【イネ ー ブ リ

ング 】【教 育 ・指 導 】

【仲 介 】【ケア マネ ジ

メ ン ト】【ネ ッ トワー

キ ン グ】

【支 援 】【イ ネ ー ブ リ

ン グ 】【教育 ・指導 】

【権 利 擁 護 ・代 弁 】

【ケ ア マ ネ ジ メ ン

ト】

関係技 術 《傾聴 、感 受性 、

情 報提 供 、 受容 》

問題解 決 技 術 《情 報収集 、

アセスメント、 目標 設 定 ・計 画 作

成 、行 動 選 択 と遂 行》

政 治 的技 術 《弁 護 ・擁護 》

専門職 技 術 《チームワーク》

関係 技術 《傾聴 、感 受 性 、

情 報提 供 、 受容 》

問題解 決 技 術 《情 報収 集 、

アセスメント、 目標 設 定 ・計 画 作

成 、行動 選 択 と遂 行 、評 価》

専 門職 技 術 《チームワーク》

関係技 術 《傾 聴 、感 受性 、

情 報提 供 、 受容 》

問題解 決 技 術 《情報 収 集 、

アセスメント、 目標 設 定 ・計 画 作

成 、行 動 選 択 と遂 行》

政 治 的技 術 《弁 護 ・擁護 》

デ イ サー ビスの利 用 を開始 す る と、 送迎

時 の 玄関施 錠 の 問題 、 デイ サー ビスに持

って い く荷物 の準 備 な どにつ い て細 か い

確 認 が必 要 にな っ た。Aさ んが気 に入 っ

て くれ た デイ サ ー ビス を継 続 で きる よ う

調 整 を行 っ た。

Aさ んの 希 望 を汲 み取 るた め に、 サー ビ

ス事 業者 間 の風 通 しを 良 く し、 日頃 か ら

チ ー ム ワー ク を良好 に保 っ てお こ う とす

る姿勢 が うかが え る。

Aさ ん は歩行 能 力 が低 下 してお り、独 力

での 階段 昇 降は 危 険 で あ るが 、最 近 では

自分 の こ とを 自分 です る意 欲 が出 て きた

様 子。Aさ んの 「自分 でで きる こ とは 自

分 で す る権利 」 の擁 護 と転 倒 リス ク軽 減

との兼ね 合 い につ い て 、孫 息 子 の意 見 を

引 き出す か かわ りを行 って い る。



〔第3期 〕 兄 が 退 院 、Aさ ん と兄 の 落 ち 着 い た 生 活 を 目指 した か か わ り【T+2年5～6月】 約2ヶ 月 間

日 時

5.14

5.17

5.22

援助経過

兄 、突然 来室。 ア ル コール 臭 あ り。 兄 「今 日、B病

院 を退 院 して きた」 とか らむ よ うな 口調 で話す 。

孫 息子 へ電話 す る と「先 ほ ど退 院 の話 をB病 院 か ら

聞 いた。 退院 は あ ま り賛成 しな いが仕 方 ない」 と。

訪 問。Aさ んは 「ア ニ キが退 院 して きた が好 きに し

た らい い。 ワシ は今 ま で通 り生活 す る」 と話 す 。

ヘル パ ー事業 者 よ り電 話。今 朝 のAさ ん は いつ も と

様子 が違 った 。兄 が 自分 の薬 をAさ ん に服 用 させ た

可能 性 があ る。加 えて 、Aさ ん の薬 を 入れ てい た玄

関 の缶 が見 当た らない 、 と。

訪 問看護 師 と とも に訪 問。 兄 が2階 か ら降 りて く

る。 アル コー ル 臭 あ り、興 奮 して いて 多弁 。兄 はA

さんに 向か って 「早 く死 ん だ らい いの だ 」と繰 り返

す 。Aさ ん 、 「そ ん な の何 でお 前 に 言 わ れ な けれ ば

な らな いの か。 ア ニ キ は酒 をや め るべ きだ 」。 長居

す れ ばす るほ ど兄 が 興奮 す る と判 断 。訪 問看護 師 が

す ばや くAさ んの 体 温測 定 な どを行 い、Aさ んに そ

れ ほ ど異 常が 見 られ な い こ とを確 認 して 帰 る。

PWと 孫 息子へ 電 話 し、兄 とAさ んの 状 況 を伝 え る。

様 子 を見守 っ て い くこ とに な る。

PWよ り電話 。兄 がB病 院 を受 診 したが 入 院 には な

らな か った との こ と。兄はAさ ん の意 向 と齟齬 を き

た す場 合 が多 い ので 、兄 の支援(必 要 時 は 通院や 入

発 現す る役割

【支援 】【ソーシャルネットワー

ク強 化 】【権 利 擁 護 ・

代弁 】【ケア マ ネ ジメ

ン ト】

【保護 】 【仲 介 】【権

利擁 護 ・代 弁 】【調 停 】

【ケ ア マ ネ ジ メ ン

ト】【ネ ッ トワー キ ン

グ】

【権 利 擁 護 ・代 弁 】

【ケ ア マ ネ ジ メ ン

ト】

発 現 す る技術

関係 技術 《傾 聴 、感 受性 、

受 容 》

問 題解 決 技 術 《情報 収集 、

アセスメント、 目標 設 定 ・計画 作

成 、 行動 選 択 と遂行 》

政 治 的技 術 《弁護 ・擁護 》

関係 技術 《傾 聴 、感 受性 、

受 容 》

問 題解 決 技 術 《情報 収集 、

アセスメント、 目標 設 定 ・計画 作

成 、 行動 選 択 と遂行 》

政 治 的技 術 《弁護 ・擁護 》

専 門職 技 術 《チームワーク》

関係 技 術 《傾 聴 、感 受性 、

情報 提 供 、受 容》

問題 解 決 技術 《情 報 収集 、

援助に対する評価

Aさ んの 意思 を確 認 。感 情 を受 容 。 孫 息

子 に状 況 を報 告 し、見 守 り ・連携 体 制 を

作 ろ う としてい るこ とが うかが え る。

兄 に とって今 ま で何 か と世話 を焼 いて や

る対 象で あ ったAさ ん が 、兄が 入院 中の

3ヶ 月間 、各 種 サ ー ビス を利 用 しな が ら

で も独 居 生活 を成 り立 た せ て きた こ と、

ま た 、デ イ サー ビス とい う生 きが い まで

も見 つ けた こ とに 対 し、 兄 はね た み が あ

るの で はな いか。そ のた め にAさ んの 薬

を取 り上 げ 自分 の薬 を飲 ませ た りす る な

どの行 動 を した と推 測 され た。

緊 急 の介 入(訪 問看 護 師 と同行 しAさ ん

の 体調 をチ ェ ックす る)を 行 い 、薬 の管

理 方 法 を変 更 した(ヘ ル パ ー事 業者 に薬

を預 か って も らい 、ヘ ル パ ー が毎 日Aさ

ん 宅 に持 参す る こ とにな った)。

PWと 役 割 分担 す る こ とで 、CMはAさ

ん の 支援 者 とい う立場 を貫 く。

孫 息子 に適宜 、状 況 を伝 え、Aさ ん 兄弟



院 につ なげて い く役 割 な ど)は 、PWが 中心 的に担

うこ とに決 め る。 孫 息子 に電 話 し状況 を伝 え る。

アセスメント、 目標 設定 ・計 画 作

成 、行動 選 択 と遂行 、評 価》

政治 的 技術 《弁護 ・擁 護》

の見 守 りを依頼 す る。 兄 は妹 の言 うこ と

で あれ ば 聞き入 れ る との こ とで 、妹 と孫

息子 の 間 で役 割 分 担 して い る様子 。

〔第4期 〕Aさ ん の 金 銭 管 理 や 権 利 擁 護 を 中 心 と した か か わ り 【T+2年7～10月 】 約4ヶ 月 間

日 時

8.6

8.10

9.10

援助経過

(Aさ ん は最 近 、微熱 を出す こ とが あ るが 、空調 の

効 い たデ イ サ ー ビス とク ー ラ ー や 窓 が な く暑 い 自

宅 との温 度 差 が大 きす ぎ る こ とが 原 因 で は な い だ

ろ うか との意 見 が 訪 問看 護 事 業 所 か ら入 っ た こ と

を受 けて)孫 息 子へ 電話 し、熱 中症 の危 険性 と、冷

房 設備 の 導入 につ いて検 討 で きな い ものか伝 える。

訪 問。 自宅 に、窓 に取 り付 け る タイ プ の クー ラー が

設置 され てい る。Aさ ん、「孫 息 子 が つ けて くれ た」。

ヘル パ ー が訪 問 した ときに適 宜 、室温 設 定 を調節 す

る よ うヘ ルパ ー 事 業者 に 申 し送 る。

訪 問。Aさ ん、 「冗 談 を言 っ た り して み んな を楽 し

ませ るのが ワ シのデ イ で の役割 だ」 と話 す 。

発 現 す る役割

【仲 介 】【権 利擁 護 ・

代弁 】【ケア マネ ジメ

ン ト】【ネ ッ トワー キ

ン グ 】

【仲 介 】【ケ アマ ネ ジ

メ ン ト】

【支援 】【イ ネ ーブ リ

ン グ】

発現 す る技術

関係 技 術 《傾聴 、感 受性 、

情 報 提供 、受容 》

問題 解決 技 術 《情報 収集 、

アセスメント、 目標 設 定 ・計 画作

成 、 行動 選 択 と遂行 》

政 治 的技 術 《弁護 ・擁護 》

専 門職 技 術 《チームワーク》

関係 技 術 《傾 聴 、感 受性 、

受 容》

問題 解 決 技術 《情 報収 集 、

アセスメント、 目標 設 定 ・計画 作

成 、行 動選 択 と遂 行》

関係 技 術 《傾 聴 、感受 性 、

受容 》

問題 解 決 技術 《情 報収 集 、

アセスメント》

援助に対す る評価

Aさ ん は室 温管 理 や水 分 摂 取 を心 が け る

能 力 が低 い た め、熱 中症 の危 険性 が 高い 。

訪 問看 護 師 か らの 情報 を元 にアセ ス メ ン

トし、孫 息子 との連 絡 調整 を行 うこ とで 、

CMがAさ んの 権利 擁 護 役割 を遂 行 しよ

うと して い る こ とが うかが える。

Aさ んが快 適 な環 境 で生 活 し、健 康 を保

つ た めに 、温度 設 定 をす る こ とが難 しい

Aさ んに代 わ っ て 、サ ー ビス事 業者 が室

温調 節 に気 を配 る よ う、連 絡 調 整 が行 わ

れ て い る。

Aさ んな りにデ イ での 役割 を見 つ け 、デ

イ での 出来 事 に対 して 自身 の見解 を述 べ

る よ うに な った こ とを受 け止 める。



11.1

11.2

デイ サ ー ビス事 業所 よ り電 話。Aさ ん 、 この 週末 に

××教 の集 会 に連 れ て行 か れた とか 、最 近 ××教 の

人 が勧誘 に来 る と話 して い る との こと。

訪 問。 自室の テ レビ横 に は、見 慣 れ な い ミニ仏壇 の

よ うな もの が置 かれ 、机 の上 に は ××教 の有 料週 刊

誌 が積 まれ て いた。Aさ ん 、「この前 、 自動 車 で集

会 に連 れて行 って もらっ た」。

孫息 子 へ電話 し、 ××教 の勧 誘 を受 け てい る こ とを

知 らせ る。 孫 息 子 、「元 々祖 父 は 宗 教 に全 然 興味 の

な い人 で あっ た。今 ま で ××教 を信仰 して いた こ と

は な い」。 成年 後 見 制度 な どにつ い て の情 報 を提 供

す る こ とを約 束 す る。

【ケ ア マ ネ ジ メ ン

ト】

【支援 】【イ ネー ブ リ

ン グ】【教 育 ・指導 】

【権 利 擁 護 ・代 弁】

【ケ ア マ ネ ジ メ ン

ト】

関係 技 術 《傾 聴 、感 受性 、

受 容》

問題 解 決 技術 《情報 収集 、

アセスメント、 目標 設 定 ・計 画作

成 、 行動 選 択 と遂行 》

専 門職 技 術 《チームワーク》

関係 技術 《傾 聴 、感 受 性 、

情 報 提供 、 受容 》

問題 解決 技 術 《情報 収 集 、

アセスメント、 目標設 定 ・計画 作

成 、 行動 選 択 と遂 行》

Aさ んの権利 擁 護 が 果 たせ る よ うな援 助

を提 供 す るた め に、 各 サー ビス事 業者 が

気 づ いた こ とはCMに 一 報す る よ う、CM

が サ ー ビス事 業者 間の 風 通 しを良 くす る

役 割 を担 お うと して い る。

Aさ ん は、勧 誘 の た め に頻繁 に訪 問者 が

来 る こ とを喜 んで い る様 子。Aさ んの 感

情 を受 け止 めつ つ 、孫 息 子 と連 携す る。

CMに よ って権利 擁 護 の役 割 が果 た され

よ うと して い る こ とが うかが え る。



第Ⅵ 章 考察

第1節 ソー シャル ワー ク の技術 につ いての考察

1－(1)関 係技術

ほぼすべ ての場 面 におい て 関係技術が使 われ てお り、その うち、特に傾聴 と

感受性、受容の技術 が多用 されていることが指摘 できる。 これ らの技術は、相

談援助者機能を果たすために欠 かせ ない技術である。相談援助者機能 とは、ワ

ーカーがクライエン トと協働 して問題解決に取 り組むための対等な関係性 を基

礎に した機能であ り、援助過程全体を通 し一貫 して中心的な役割 を果たす もの

である。今回の事例において も、担 当介護支援専門員 によ り援助過程全体を通

して相談援助者機能が果た されている といえよ う。

また利用者や家族 に対 してだけでな く、関係機 関 とのや りとりの中でも傾聴

や受容、情報提供な どの関係技術が用い られている。 この ことは、介護支援 専

門員がサービス提供者側の思いや意見 に耳を傾 けてい ることを示 している。利

用者の生活支援 をす るためには援助す る側 の協力関係 が欠 かせない。

特に、Aさ ん の よ うに判 断 能力 の低 下 が認 め られ る利用者 の場合は、サー ビ

ス関係者全員が利用者の権利侵 害に敏感でなければな らない。それは悪徳商法

など外部からの権利侵害に対 してアンテナを張 り巡 らせてお くことと、サー ビ

ス提供者が利用者の権利 を侵害 していないか、利用者 の権利 を擁護で きている

かを常に振 り返 ることの両方 が含 まれ る。そのためには、関係者間で必要な情

報を共有 し、意識 を統一 してお く必要がある。介護 支援専門員が、関係技術 を

駆使 して援助側のチームワークを築いていることが示 された といえる。

ケアマネジメン トにおいては多職種間連携 ・多分野協働チームによる援助が

重要視 されているが(副 田1997:26)、Aさ ん の事 例 にお いて もそ の こ とが現

れ ているといえよ う。チー ムアプローチ をす るにあたっては、連携す る各機関

がそれぞれの専門業務の確認や役割分担 をす るだけで なく、それ らの業務 を手

段 と して何 を援 助す るの か につ いて の共 通 の認識 を持 つ 必要 が あ り(岩 間

2004a:41)、 そ の ため に も関係 技術 や チ ー ム ワーク技術が欠かせ ない。

1－(2)問 題 解 決 技 術

問題 特 定 、情 報 収 集 、ア セ ス メ ン ト、 目標 設 定 ・計 画 作 成 、行 動 選 択 と遂 行 、

評 価 な どの一 連 の 問題 解 決 技 術 が 援 助 過 程 全 体 を通 して 繰 り返 し発 現 して い る。

利 用 者 の ニー ズ にサ ー ビ ス を結 び 付 け る とい う積 極 的 な 問 題 解 決 場 面 だ け で な

く、 単 に 「見守 る」 とか 「様 子 を 見 る」 と い う支 援 活 動 が 選 択 され た 場 合 に お

い て も 問題 解 決 の技 術 が 用 い られ て い る こ とが わ か る 。 こ の こ とか ら、 一 見 、

援 助 者 側 は何 も して い な い よ うに 見 え る 見 守 り行 為 も 、 ア セ ス メ ン トに基 づ い

た 専 門 的 な 「介 入 」 方 法 の 一 つ で あ る こ とが 示 され て い る とい え よ う。

ま た 問 題 解 決 技 術 は 、 利 用 者 に 対 す る 場 面 は い うま で も な く 、援 助 に 関 わ る

サ ー ビス 提 供 者 との 関係 に お い て も使 わ れ て い る こ と が わ か る。 サ ー ビス 提 供

者 か ら入 る情 報 は利 用 者 の ア セ ス メ ン トに 生 か せ る 重 要 な 情 報 源 とな る。ま た 、

サ ー ビ ス提 供 者 が 困 っ て い る こ と を サ ー ビス 提 供 者 と と も に 解 決 す る場 面 に お



いても、当然の ことなが ら問題解決技術が用い られてい る。

援助の主要な目的の一つは利用者の問題解決 を支援す ることである。援助過

程全体に問題解決技術 が使 われてい るとい うこ とは、専門的な援助 として当然

であるといえよう。

1－(3)関 係 技 術 と問 題 解 決 技 術 の 関 連

援 助 過 程 を通 して 感 受 性 の 技 術 も多 用 され て い る こ とが うか が え る。 情 報 収

集 や ア セ ス メ ン ト、 評 価 の 技 術 が 出 現 す る と き は 、 同 時 に 感 受 性 の 技 術 が 用 い

られ て い る。これ は 情 報 収 集 や ア セ ス メ ン トをす る に あ た り、利 用 者 の 言 語 的 、

非 言 語 的 メ ッセ ー ジ を 受 け 止 め 、 感 じ取 り、 理 解 す る能 力 が 欠 か せ な い こ と を

示 して い る。 つ ま り、 傾 聴 、 感 受 性 な ど の 関 係 技 術 が 基 礎 に あ り、 そ れ らを 用

い な が ら、情 報 収 集 ・ア セ ス メ ン ト ・介 入 方 法 の 選 択 と遂 行 ・評 価 の プ ロセ ス

が繰 り返 し行 わ れ て い る の が 援 助 過 程 で あ る 、 とい う こ とが 現 実 の 事 例 の 中 で

も示 され た とい え る。

ま た 、 ソー シ ャル ワー ク の 技 術 は そ れ ぞ れ の 技 術 が 援 助 過 程 と一 致 して い る

こ とが特 徴 で あ る。 今 回 の 分 析 の 結 果 、 援 助 過 程 全 体 に 関 係 技 術 、 問 題 解 決 技

術 が 出現 し、必 要 に 応 じて 専 門 職 技 術 や 政 治 的 技 術 も 用 い られ て い る こ とが わ

か っ た。こ の こ とか ら、援 助 技 術 を組 み 立 て る こ と に よ り実 践 過 程 が 成 り立 ち 、

一 方 で実 践 過 程 の展 開 が 援 助 技 術 に 相 当す る とい う こ とが 実 際 の 事 例 の 中 で も

明確 に示 され た とい え よ う。

第2節 ソー シ ャル ワ ー カ ー の 役 割 に つ い て の 考 察

考 察 の 結 果 を 二 点 に 整 理 した。

一 点 は
、 そ れ ぞ れ の 役 割 と 、 そ の役 割 が発 現 す る 場 面 と の 関 係 を 考 察 した 結

果 、発 現 す る役 割 は 、表 中 の 「援 助 に 対 す る評 価 」、つ ま り援 助 の 意 図 と一 致 す

る こ とが わ か っ た 。 例 え ば 、Aさ ん が 楽 しみ に して い る通 院 リハ ビ リや デ イ サ

ー ビス をい か に して 継 続 す る か とい っ た 視 点 で 支 援 が 展 開 され る と き
、 介 護 支

援 専 門 員 に よ っ て 「イ ネ ー ブ リン グ役 割 」 が 遂 行 され て い る こ とが わ か る。 ま

た 、 自宅 に 閉 じ こ も りが ち で 他 者 との 交 流 機 会 の 少 な いAさ ん に 対 し 、訪 問 看

護 師 や ヘ ル パ ー が サ ー ビ ス 提 供 中 に で き る だ け 会 話 を 持 つ よ う介 護 支 援 専 門 員

が連 絡 調 整 を 図 る場 面 に お い て は 、「ソー シ ャ ル ネ ッ トワー ク 強 化 役 割 」が 果 た

され て い る。

二 点 目に は 、 役 割 が 単 独 で 発 現 す る こ とは 少 な く、 ほ とん ど の場 合 、 複 数 の

役 割 が 同 時 に 発 現 して い る こ とが 指 摘 で き る。

まず は 、 ケ ア マ ネ ジ メ ン ト役 割 と仲 介 役 割 が 同 時 に現 れ て い る こ と に つ い て

で あ る。 今 回 の 事 例 は 介 護 支 援 専 門 員 と して の 担 当 事 例 で あ る。 ソ ー シ ャ ル ワ

ー カ ー の 職 場 は数 多 く あ り
、 例 え ば 医 療 ソー シ ャル ワ ー カ ー 、 生 活 保 護 の ケ ー

ス ワ ー カ ー 、 施 設 職 員 で は 求 め られ る役 割 は 異 な る 。 当 然 、 介 護 支 援 専 門 員 の

場 合 は ケ ア マ ネ ジ ャ ー と して の 役 割 が 強 く求 め られ 、今 回 の 事 例 に お い て は 援

助 過 程 全 体 を通 して ケ ア マ ネ ジ メ ン ト役 割 が 現 れ て い る こ と は い うま で も な い 。



ただ 、 そ こ に仲 介 役 割 も 同 時 に 現 れ て い る こ と に つ い て は説 明 を 加 え て お く必

要 が あ ろ う。

Aさ ん の ニ ー ズ を満 たす に は複 数 の サ ー ビ ス が 必 要 で あ る 。 訪 問 看 護 に 加 え

て ヘ ル パ ー を 導 入 す る際 は 、介 護 支 援 専 門 員 がAさ ん とヘ ル パ ー 事 業 者 を 仲 介

す る こ と と同 時 に 、 訪 問 看 護 とヘ ル パ ー の そ れ ぞ れ が 担 う役 割 を 分 担 し調 整 す

る こ とが 不 可 欠 で あ る。 事 例 を 分 析 す る に あ た り、利 用 者 の ニ ー ズ に 合 う資 源

に つ な ぐた め に リフ ァー ラ ル や 交 渉 ・調 整 を 行 っ た とき に 仲 介 役 割 が 遂 行 され

た も の とみ な した 。ま た 、ケ ア マ ネ ジ メ ン ト役 割 は 仲 介 機 能 を 内 包 し た う えで 、

例 え ば複 数 の サ ー ビ ス 間 の 役 割 分 担 を調 整 す る な どの 行 為 も含 ん だ 概 念 と して

と らえ た。Aさ ん の 事 例 に お い て 、 ケ ア マ ネ ジ メ ン ト役 割 と仲 介 役 割 が 同 時 に

出現 す る こ とが 多 い の は この よ うな 解 釈 に基 づ い て い る か らで あ る。

次 に、ケ ア マ ネ ジ メ ン ト役 割 ・仲 介 役 割 と 同 時 に 、 「イ ネ ー ブ リン グ役 割 」や

「権 利 擁 護 ・代 弁 役 割 」、 「ソー シ ャル ネ ッ トワー ク強 化 役 割 」 な どの 役 割 が 出

現 して い る こ とが 挙 げ られ る。 この 点 が 、 ケ ア マ ネ ジ メ ン ト役 割 の 発 現 形 態 の

最 大 の特 徴 で あ る とい え る。 利 用 者 の ニ ー ズ に サ ー ビ ス を 結 び つ け る こ とだ け

が ケ アマ ネ ジ メ ン トの 目的 な の で は な く、 ケ ア マ ネ ジ メ ン ト とい う手 段 を 用 い

て援 助 す る こ とに よ っ て 果 た した い 最 終 的 な 目的 は 、 利 用 者 の イ ネ ー ブ リン グ

や 権 利 擁 護 、 ソー シ ャル ネ ッ トワ ー ク 強 化 で あ る が ゆ え に 、 これ ら の 役 割 が ケ

アマ ネ ジ メ ン ト役 割 と と も に 出 現 して く る も の で あ る とい え るの で は な い だ ろ

うか 。

第3節 結 論

実 際 の介 護 支 援 専 門 員 の 事 例 に 発 現 す る ソー シ ャル ワー カ ー の 役 割 と ソー シ

ャル ワー クの 技 術 を 分 析 ・考 察 した 結 論 を 四 点 に整 理 した 。

第 一 に 、 技 術 の発 現 の 形 態 を 考 察 した 結 果 、 傾 聴 、 感 受 性 な どの 関 係 技 術 が

基礎 に あ り、 そ れ らを 用 い な が ら、 情 報 収 集 ・ア セ ス メ ン ト ・介 入 方 法 の選 択

と遂 行 ・評 価 とい う一 連 の 問題 解 決 の プ ロ セ ス が 繰 り返 し行 わ れ て い る の が 援

助 過 程 で あ る とい うこ とが 現 実 の 事 例 の 中 で 示 され た 。

二 点 は 、 そ れ ぞ れ の 役 割 と 、 そ の 役 割 が 発 現 す る場 面 との 関 係 を 考 察 した 結

果 、発 現 す る役 割 は 援 助 の 意 図 と一 致 す る こ と が わ か っ た 。

第 三 点 は 、 ケ ア マ ネ ジ メ ン ト役 割 と 同 時 に 権 利 擁 護 役 割 や イ ネ ー ブ リン グ役

割 、 ソー シ ャ ル ネ ッ トワー ク 強 化 役 割 な どの 役 割 が 現 れ て く る こ とが あ げ られ

る。 こ の結 果 だ け で は 「ケ ア マ ネ ジ メ ン トは ソー シ ャ ル ワ ー ク の 一 援 助 技 術 で

あ る」 と言 い 切 る こ とは で き な い が 、 ニ ー ズ に サ ー ビ ス を 結 び 付 け る こ とだ け

が ケ ア マ ネ ジ メ ン トの 目的 で は な く 、 ケ ア マ ネ ジ メ ン トとい う手 段 を用 い て 援

助 す る こ とに よ っ て 果 た した い 目的 は 、 利 用 者 の イ ネ ー ブ リ ン グや ソー シ ャル

ネ ッ トワー ク強 化 な どで あ る とい う こ とが 推 測 で き た と い え よ う。

四点 目は 、Aさ ん が ど うや っ て 生 き て い く か とい うこ と に 関 わ る場 面 に お い

て 、 ケ アマ ネ ジ メ ン ト役 割 と同 時 に 「権 利 擁 護 ・代 弁 役 割 」 が 頻 出 して い る こ

とで あ る。 これ は す な わ ち 、Aさ ん が 生 き て い く 、暮 ら して い く権 利 の 擁 護 が



介護支援専門員によって行 われ よ うとしていることを意味 している。 この こと

か ら、「自己決定の尊重」な どを理念 とする介護保 険制度 に規定 された介護支援

専門員の実践現場において も、「自己決 定」の支援 と同時 も しくはそれ以前に、

生命の安全の確保や当面の生活 の安定化 を図 る必要のあ る人 々に遭遇す る可能

性があるとい うことがいえるのではないだろ うか。生存権 の保障や権利擁護の

活動 には高い倫理観 と専門性が求め られ 、ソーシャル ワー クが内包す る価値の

実践においてその真価が最 も問われ る側面である。

今回の検証は一事例のみであるため普遍化はで きないが、介護支援専門員の

担当事例においても、利用者 の 自己実現 とい う最終的な 目的のためにケアマネ

ジメン トという技法が用い られ、 ソーシャル ワークの真髄 である権利擁護や生

存権の保護が要求 され る事例が存在す るといえよ う。つ ま り、 ソーシャル ワー

クの視点に立つケアマネジメン トが要求 され ることがあ り得 るといえる。

第4節 提 言

そ れ で は 、 介護 支 援 専 門 員 が ソー シ ャル ワー ク の 視 点 に 立 つ ケ ア マ ネ ジ メ ン

ト実 践 を志 向す る た め に は ど の よ うな こ とが 必 要 で あ ろ うか 。

第 一 に 、 介護 支 援 専 門 員 の 養 成 シ ス テ ム 見 直 し を 行 い 、 質 の 高 い 介 護 支 援 専

門員 を増 や す こ とが 必 要 で あ る。 現 在 、 相 談 援 助 を 主 業 務 と して い な い 職 種 が

介 護 支 援 専 門員 の 大 多 数 を 占 め る 状 況1に な っ て い る 。 しか し現 実 に は 、近 年 、

利 用 者 が か か え る 問題 の 内 容 が 複 雑 化 、 多 様 化 して い る とい わ れ て お り(岡 本

2004:198)、 そ うい っ た 状 況 に 対 応 で き る よ うな 「相 談 援 助 面 接 の 力 」(渡 部

2003:9)を 養 成 す る必 要 が あ る。

第 二 に 、 ソー シ ャル ワー カ ー が 介 護 支 援 専 門 員 の 現 場 に 多 数 進 出 し、 ソー シ

ャル ワー ク の 力 を ケ ア マ ネ ジ メ ン トに活 か す こ とが あ げ られ る。

白澤 は 、 ソー シ ャル ワー カ ー が 実 施 す る ケ ア マ ネ ジ メ ン トは 、 人 々 と環 境 の

関係 の 障 害 と して 生 活 ニ ー ズ を と ら え 、 そ れ を 社 会 制 度 と結 び つ け 、 ひ い て は

人 々 の 対 処 能 力 を高 め た り、 社 会 制 度 を 改 善 し て い く こ と に 目 を 向 け 実 施 して

い く こ とに独 自性 が あ る と述 べ て い る 。 こ の よ うな 独 自の 視 点 を もつ こ と に よ

り、「ソー シ ャル ワー カ ー の 行 うケ ア マ ネ ジ メ ン トは 、他 の 専 門 職 に 比 べ て よ り

効 果 的 に 、 利 用 者 の 在 宅 生 活 を 支 援 す る も の に な る こ とが で き る とい え る」 と

して い る(白 澤2006:19-20)。

ま た 、 高 齢 者 や そ の 家 族 に 対 人 援 助 を して い く上 で 、 ソー シ ャル ワー ク の 価

値 に 根 付 い た 人 間 観 が 要 求 され る。 そ れ は 、 個 々 の 人 間 に 対 す る尊 厳 や 人 権 を

保 障 しよ うとす る姿 勢 を意 味 す る。 そ の よ うな 姿 勢 を介 護 支 援 専 門 員 が 持 っ て

いれ ば 、援 助過 程 へ の 当 事 者 の 参 加 が 可 能 とな っ た り、 権 利 擁 護 を 当 然 の機 能

とす る認 識 が 生 まれ て く る。 個 々 の 利 用 者 に 合 っ た 真 の 「自 立 」 を も 見 極 め る

1介護 支援専 門員実 務研修受 講試 験 の合 格者 が保持 す る基礎 資 格 は 、看 護 師 等 が34%、 介護 福

祉 士が27%で あるが、社 会福祉 士 は4%に 満 た ない(精 神 保 健 福祉 士 を合 わせ て も4.4%)。

厚 生労働省(2006)「 第9回 介 護 支援 専 門員 実務研 修受 講 試 験 の 実施 状 況 につ い て」

(http://www.mhlw.go.jp/houdou/2006/12/h1227-2.html2006.12.27)



こ とが で き る(白 澤1993:282)。 適 切 な 情 報 や 助 言 が 提 供 され れ ば 必 要 な サ

ー ビス を 自分 で 選 択 決 定 ・利 用 で き る 利 用 者 も い る が 、 一 方 で 、 判 断 能 力 が 低

下 した 利 用者 、 虐 待 が 疑 わ れ る ケ ー ス な ど に お い て は 、 「自立 」 や 「自 己決 定 」

の促 進 ・支 援 ・支 持 以 前 に 生 命 の 安 全 の確 保 や 当 面 の 生 活 の 安 定 化 を 図 る た め

の 援 助 活 動 が 求 め られ る(副 田2005b:218-9)。 そ れ ぞ れ の 利 用 者 に 合 っ た 援

助 の あ り方 を見 極 め る に は 、 ソー シ ャル ワ ー ク の 価 値 に 根 付 い た 人 間 観 が 必 要

で あ る。

第 三 に 、介 護 支 援 専 門 員 を規 定 して い る 要 因 に 目 を 向 け 、 介 護 支 援 専 門 員 が

専 門性 を発 揮 で き る よ うな シ ス テ ム 作 りや 条 件 整 備 を行 う必 要 性 が あ げ られ る。

こ の 点 につ い て い くつ か 提 案 して み た い 。

一 つ は
、現 在 の 介 護 保 険 制 度 は 単 品 サ ー ビス の 利 用 で 生 活 して い け る よ うな

人 も ケ ア マネ ジ メ ン トの 対 象 に した こ とで 、 介 護 支 援 専 門 員 の 必 要 量 や 業 務 量

を増 や して い る とい わ れ て い る 。 この 点 に つ い て の 議 論 を 深 め る必 要 が あ る。

二 つ に 、介 護 保 険 法 が 施 行 され て か ら公 的 な 相 談 体 制 が 弱 体 化 した と い わ れ

て い るが 、 困難 ケ ー ス や 虐 待 ケ ー ス に は 行 政 の 関 与 が 不 可 欠 で あ り、 そ の た め

の条 件 の整 備 が 必 要 で あ ろ う。

最 後 に 、現 在 、多 くの 介 護 支 援 専 門 員 が サ ー ビ ス 供 給 機 関 で 雇 用 され て お り、

経 営 者 か ら利 潤 追 求 を 求 め られ る た め 、 利 用 者 の 福 利 を第 一 に考 え た ケ ア マ ネ

ジ メ ン トを実 施 しに くい 仕 組 み に な っ て い る こ とが あ げ られ る。 こ の 点 に つ い

て の 議 論 を深 め る こ とが 求 め られ て い る。



第Ⅶ 章 お わ りに

今 回 の研 究 方 法 は い くつ か の 先 行 研 究 を参 考 に 考 案 し、 あ る程 度 の 客 観 性 は

担 保 した つ も りで あ った 。 しか し実 際 に 検 証 を 行 っ て み る と 「事 例 に発 現 す る

ソー シ ャル ワー カ ー の 役 割 や ソー シ ャル ワー ク の 技 術 」 を一 方 的 に 援 助 者(介

護 支 援 専 門 員)側 か ら見 た も の で あ る こ と に 気 づ い た 。

例 え ば 今 回 の 研 究 で は 、 介 護 支 援 専 門 員 が ソー シ ャル ネ ッ トワー ク 強 化 の 意

図 を持 っ て 援 助 を した とき に 「ソー シ ャ ル ネ ッ トワ ー ク 強 化 役 割 が 発 現 した 」

と評 価 した 。 しか し利 用 者 が 、 介 護 支 援 専 門 員 の 行 為 に よ っ て 自 身 の ソ ー シ ャ

ル ネ ッ トワ ー ク が 強 化 され た と と ら え た か ど うか に つ い て は 検 証 して い な い。

同 時 に 、当然 の こ とな が ら、「ソー シ ャ ル ワー カ ー の 役 割 や ソー シ ャル ワ ー ク

の 技 術 が 使 わ れ て い る か ら利 用 者 の 自 己 実 現 を支 援 で き て い る 」 と結 論 づ け る

こ と は で き な い と い う こ と も 明 ら か に な っ た 。 「利 用 者 の 豊 か な 社 会 生 活 の 実

現 」 な ど が 果 た され た か ど うか は 、 利 用 者 自身 の 満 足 度 や 実 感 を も っ て 初 め て

評 価 で き る も の で あ る。

ソー シ ャル ワー カ ー や 介 護 支 援 専 門 員 が 、 意 図 を も っ て 援 助 行 為 を 選 択 し実

行 す る こ と は援 助 の 専 門家 で あ る以 上 、 不 可 欠 な こ とで あ り、 今 回 の 研 究 は そ

の 側 面 に 焦 点 を 当 て た 研 究 で あ る。 しか し言 うま で も な く援 助 過 程 は 利 用 者 と

援 助 者 が 協 働 す る も の で あ る か ら、 ソー シ ャ ル ワ ー カ ー の 役 割 や ソー シ ャル ワ

ー ク の技 術 が 援 助 過 程 に 現 れ て い る か ど うか
、 ま た 、 援 助 を 受 け た こ と で 生 活

が ど の よ うに変 わ っ た か を利 用 者 側 か ら評 価 す る こ とが 必 要 な の で は な い か と

考 え る。 今 後 の 課 題 と して 、 利 用 者 側 か ら援 助 効 果 を評 価 す る 方 法 を 模 索 す る

必 要 が あ る。

ま た 本 研 究 にお い て は 、 弁 護 ・擁 護 の 技 術 と組 織 化 の 技 術 、 ネ ッ トワー キ ン

グ役 割 以 外 の 政 治 的 技 術 や 政 治 的 役 割 が 発 現 しな か っ た 。 しか し ソー シ ャル ワ

ー ク 実 践 は ミク ロだ け で な くマ ク ロの 実 践 も含 まれ る も の で あ る
。本 研 究 を 「ソ

ー シ ャル ワ ー ク を基 盤 と した 実 践 」 の 延 長 線 上 に位 置 づ け る な ら ば 、 今 回 の 検

証 結 果 を い か に して マ ク ロ 的 な 発 想 に 昇 華 させ る こ とが で き る か が 問 わ れ て い

る。
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